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序

高知県 中村市 は、四万十川の河 口に近 く幡多地方 の中心都市 として栄 えて

い ます。 日本最後の清流 といわれる四万十川 を含め、多 くの自然 を残 してお

り、豊 かな水量 は人々の生活 を育 んでいます。歴史 を振 り返 ってみ ます と、

土佐の小京都 と称 されるように一条氏 の時代 を思わせ るような静かで穏やか

な町並 みを残 してい ます。

市内には縄文時代 の中村貝塚、弥生時代 の入 田遺跡、古墳時代の具同中山

遺跡群等 の著名 な遺跡が所在 してお り、中世で は中村市の中心 となる中村城

跡、 さらに周辺 には今回調査が行 われた扇城跡 をは じめ とす る多数の中世城

跡が立地 しています。

この ような中村市において も近年開発の波 は押 し寄せてお り、 自然 との調

和が問題 となっている ところです。市 内に所在する埋蔵文化財 について も開

発 との調和の中で保護 ・保存 を進 めていかなければな りません。扇城跡 は記

録保存 として発掘調査が実施 されま した。その結果、城跡 の姿 も規模 の大 き

な城 としてその構造が解明され、歴史に新 たな資料 として1ペ ージを加 える

ことがで きました。発掘調査 の結果 をまとめた本報告書が、今後 の中世城跡

研究の一助 になれば幸いです。

最後にな りましたが、今 回の発掘調査 を実施す るにあた り、御援助、御協

力 をいただいた関係者 の皆様及 び地元の方々に厚 くお礼 を申 し上 げます。

1992年3月

財団法人 高知県文化財団埋蔵文化財センター

所 長 小 橋 一 民





例 言

1． 本書は、自由ヶ丘団地宅地造成工事に供う 「扇城跡」緊急発掘調査の報告書である。

2． 調査は、株式会社 日本綜合物産の委託 を受け、高知県教育委員会の指導の もとに財団法

人高知県文化財団埋蔵文化財センターが実施 した。

3． 扇城跡は高知県中村市具同字 ミノコシ8588-1他 に所在する。発掘調査 は平成3年5月

14日から10月16日 まで実施 し、引続 き平成4年3月31日 まで整理作業、報告書作成 を行っ

た。調査面積は6,455㎡ である。

4． 発掘調査は次の体制で行 った。

統 括― （財）高知県文化財団埋蔵文化財センター所長小橋一民

総 務―同事業課長山崎浩 ・同主事三浦康寛

調査担当―同調査第2係 長森田尚宏 ・同調査補助員吉成承三

5． 本書の執筆 ・編集は主に森 田が行い、吉成がこれを補佐 した。

6． 城跡の全体測量は公共座標第Ⅳ系により、航空測量を行 った。なお、航空測量は委託に

よりアジア航測 （株）が実施 した。 また、各郭については、中心線を基準 とた任意のグリ

ッドを展開した。

7． 検出遺構、出土遺物は遺跡全体の通 し番号 とした。また、遺物の挿図、写真図版 は同一

番号である。

8． 調査にあたっては、委託者である （株） 日本綜合物産から多大な御援助をいただいた。

また地元関係各位及び中村市教育委員会には御協力いただき、報告書作成では埋蔵文化財

センター諸氏の助言をいただいた。記 して感謝する次第である。

9． 出土遺物等の資料は、高知県立埋蔵文化財センターにおいて保管 している。 また遺物の

注記は調査略号91-4NOで ある。



報 告 書 要 約

1遺 跡 名 扇城跡 遺跡番号070055遺 跡 地図No.22-51（ 幡多ブロック）

2所 在 地 高知県 中村市具同字 ミノコシ8588-1他

3立 地 四万十川 と中筋川の間に位置す る独立丘陵上 標高55m

4種 類 戦国時代 山城跡

5調 査主体 （財）高知県文化財 団 埋蔵文化財センター

6調 査経機 宅地造成工事

7調 査期 間 平成3年5月14日 ～1O月16日

8調 査面積6,455㎡

9検 出遺構 曲輪5郭 、堀切6条 、掘立柱建物跡14棟 、柵列8列 、土坑10基 、溝跡1条 、段状

遺構2基 、通路遺構1条 、 ピット416個 （掘立柱建物跡、柵列を含 む）

10出 土遺物 土師質土器、青磁、白磁、染付、瀬戸、備前、東播系、瓦質土器、羽口、土錘、

刀子、呼子、飾金具、鉄釘、砥石、渡来銭

11内 容要約 扇城跡は中村市街の西方に位置する戦国時代の山城跡であ り、尾根続 きの南方 と

西方 に栗本城跡、ナ リカ ド城跡が位置する。調査前の状況では、4条 の堀切 と6

郭 の曲輪が観察 された。調査の結果、5郭 の曲輪 と6条 の堀切が検出され、各 曲

輪では掘立柱建物跡、柵列、土坑、段状遺構等が、堀切か ら斜面郭では通路遺構

等が存在する規模の大 きい城跡であることが判明した。出土遺物 は青磁 が最 も多

く時期的にみれば15世 紀を中心 として14世 紀か ら16世 紀の間にわたって機能 した

ものと考 えられる。南 に連なる栗本城跡の発掘調査において も、青磁 を中心 とし、

若干の白磁、染付が出土 してお り、やは り15世 紀～16世 紀 に存続 していたことが

判明 してい ることか ら、扇城跡 と同時期 に存在する一連の連立式の城郭 と考 えら

れ、西 に連なるナ リカ ド城跡もその一端に位置するもの と思われる。
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Ⅰ 調査に至 る経緯 と経過

1． 調 査 に 至 る経 緯

扇城跡は中村市のやや西方、四万十川 と中筋川の間に聳える高森山か ら派生 した尾根の東南

端部に続 く、独立丘陵上に位置する中世城跡である。扇城跡の周辺は水田の広がる田園地帯で

あ り、北方の谷には トンボ公園も設置されてお り、多 くの自然が残 されている。 しかしなが ら、

開発の波は中村市にも押 し寄せてお り、市街地に近いこともあって具同地区では近年各種の開

発が押 し進め られている。昭和58年 度には、扇城跡の南 に位置す る栗本城跡で、上水道貯水地

造成に伴 う調査が行われている。昭和60年 度 においても市道具同～楠 島線改良工事が計画され、

扇城跡及びナ リカ ド城跡の北端裾部がカットされることとなった。この工事に対 しては、現地

確認をしたうえで扇城跡 ・ナリカ ド城跡 ともにほとんど影響を受けないため、立会調査が行わ

れた。また、これに並行 して扇城跡の西側においては、民間資本による大規模な住宅団地の造

成が行われてお り、扇城跡周辺の景観は大 きく変化 している。

平成2年 度になると、先の住宅団地拡張の計画が持ち上った。 この造成工事計画は、扇城跡

全体を削平することにより東へ宅地を広げようとするものであり、事業主である㈱ 日本綜合物

Fig．1扇 城跡位 置図



産から中村市教育委員会 を通 じて県教育委員会にも遺跡の所在に関しての照会が もた らされた。

これを受けた中村市教育委員会及び県教育委員会では、中世城跡である扇城跡の所在 を示 し、

現状保存のための協議を行 ったが、城跡の大半が造成計画地内に含まれることか ら計画変更に

よる保存 は不可能であ り、止 むを得ず記録保存 を行 うこととなった。このため平成2年9月19

日付けで発掘届 も提出され、造成計画範囲等を確認するために現地の踏査、立会を行 った。こ

の結果、曲輪、堀切等の遺存状態は良好であることが判明 し、調査対象地は尾根上の曲輪か ら

斜面部にかけての全面となった。

以上の協議の結果、県教育委員会の指導により、発掘調査は財団法人高知県文化財団埋蔵文

化財センターが調査主体 となり、事業主である㈱ 日本綜合物産からの委託を受けて、平成3年

度に実施することとなった。

2． 調 査 の経 過

発掘調査は、平成3年5月 か ら10月 までの間約6ヶ 月の現地調査を行 った後、引続き平成4

年3月 まで整理作業及び報告書刊行の予定で開始された。発掘調査における（財）高知県文化財団

埋蔵文化財センターの調査体制は次のとお りであった。

総括―埋蔵文化財セ ンター所長 小橋一民

調査事務総括―同事業課長 山崎 浩 調査事務－ 同主事 三浦康寛

調査担当― 同調査第2係 長 森田尚宏 同調査補助員－吉成承三

現場作業員 植恵 ・伊与田茂一 ・岡村章 ・田所儀三郎 ・布泰平 ・松 岡剛 ・小笠原由夫 ・江口

覚 ・宮地照夫 ・下川徹郎 ・岡本正 ・山本和 ・山崎玉子 ・北原知得子 ・多和春喜

・福谷満子 ・両橋安野 ・加持キワノ ・田所洋子 ・山下皐月 ・小笠原かねい ・植

伊吹 ・安宗幸子 ・福本澄子 ・土居澄子 ・土居繁野 ・宮崎身代恵 ・宮崎幸 ・山下

初美 ・中平百合香 ・森繁子 ・松本菊美 ・福谷弘幸 （重機 オペ レーター）

整理作業員 山中美代子 ・臼木由里 ・西内宏美 ・宮地佐枝 ・小松経子

なお整理作業については、大原喜子 ・浜田雅代 ・松木富子 ・山本裕美子 ・矢野雅 ・吉本睦子

・宮本幸子等の協力を得た。

発掘調査は、平成3年5月9日 から機材の搬入、設営 を行い、5月14日 には調査が開始 され

た。以後、酷暑の間を通 じて調査は進め られたが、梅雨、秋雨、台風等の影響 もあ り、最終的

に調査を完了し、現地を徹収 したのは10月16日 であった。調査 は事前に業者により伐採が終了

していたA区 （南部）から着手 し、伐採が終 り次第B区 （北部）へ と進められた。広範囲であ

ること、さらに多数の柱穴等の遺構 も検 出されたこともあ り、遺構を含む全体測量は航空測量

（アジア航測に委託）を行 った。

現地調査後の整理作業及び報告書作成 は、高知県立埋蔵文化財セ ンターの施設において行わ

れ平成4年3月31日 をもってすべての作業を終了した。



Fig．2扇 城跡周 辺地形図



3.調 査 日誌 抄

5月9日 （木）

機材搬入等現地設営を行 う。

5月10日 （金）

扇城跡現地確認のうえ㈱ 日本綜合物産 と打

合せ を行 う。

5月13日 （月）

測量基準点の確認 を行い、調査準備。

5月14日 （火）

本 日から作業員により調査開始。A区 より

伐開、草刈 りを行 う。

5月16日 （木）

昨 日は雨で中止するが本 日はA区 の伐開を

続ける。A区 全体の略測を行 う。

5月17日 （金）～24日 （金）

20日（月）は雨にて作業 を中止。他 日は作業 を

行い伐開、草刈 りを終了する。

また、A区 の トラバース測量を行い、これ

を基準に地形測量 （S=1/100） を開始する。

5月27日 （月）

伐開後 の調査 前状況 の写真撮影後 、1～3

郭 にグ リッ ドを設定 。3郭 か ら試 掘 を開始

す る。

5月28日 （火）

1・2郭 も試掘 を行 う。3郭 では岩盤上 に

ピ ッ ト、土坑 を検 出 し、青磁 、備 前が 出土

す る。1・2郭 で もピッ トが検 出 され る。

5月29日 （水）～31日 （金）

雨 にて作業 は中止す るが、地形測 量 にコ ン

ターを入 れA区 を終 了す る。

6月3日 （月）～5日 （水）

1郭 の南半 部で ある残 地部分 の調査 を行 う。

岩盤上 に ピ ットを検 出。 ピ ッ ト内か らは青

磁、備前 、ス ラグ等 が出土す る。

6月6日 （木）

1郭 南半残 地部分 の遺構 測量 を終 了 し、1

・2郭 の表土剥 ぎにかか る
。

6月7日 （金）

引 き続 き1・2郭 の表 土剥 ぎを行 う。

6月10日 （月）

雨 にて作業 中止。調査事務 所 にて図面等整

理。

6月11日 （火）

表 土剥 ぎを進 め る。2郭 の中央部 で岩盤が

切 られ てお り、堆積層厚 く堀 切 か。

6月12日 （木）

1郭 は表土剥 ぎを終 り遺構 の精査。2郭 の

岩 盤の切 れた部分 は地表下80cmで 岩 盤 を確

認 。 自然地形 とみ られ る。

6月13日 （木）

1郭 はピ ッ トを掘 り込 むが遺 物 はほ とん ど

出土 しない。2郭 は遺構精査 を行 い、皇栄

通寶 が出土す る。

6月14日 （金）

1郭 は土層 図を作 成 し、ベ ル トを除 く。2

郭 は ピ ッ トの掘 り込み を行 い、3郭 は表 土

剥 ぎを開始す る。

6月17日 （月）～21日 （金）

17・19・20日 は 雨天 にて作業 中止。18・21

日は3郭 の表土剥 ぎ、2郭 の土 層図 を作 成

す る。3郭 西半部 の遺構検 出 を行 うが遺構

は少 ない。

写真1A区 伐開状況



6月24日 （月）

雨天にて作業中止。雨天多 く作業は遅れ気

味である。

6月25日 （火）

2郭 のベル トを除き終了する。3郭 も表土

剥ぎを終了 し全体の遺構精査、ピットの掘

り込みにかかる。

6月26日 （水）

3郭 の精査 を行い、C3区 では青磁底部が

出土する。

6月27日 （木）

1郭 の東斜面下方の小平場に トレンチを設

定。岩盤のカット面 を確認。

6月28日 （金）

東斜面下の小平場は溝端部であることが判

明。埋土中か らは備前が出土する。調査外

へ延びる小 曲輪のようである。

7月1・2日 （月 ・火）

天候不順にて午前中のみ作業 を行う。1郭

東斜面下のSD1を 精査する。3郭 は南小

段部を掘 り下げる。

7月3日 （水）

SD1は 終了。3郭 の南西部及び南小段部

では岩盤が出ないのでサブ トレを設定 し下

げる。青磁、備前、スラグが出土する。

7月4日 （木）

1～3郭 の側端部を確認のため下げる。ま

た3郭 西斜面下方の緩斜面部の地形測量を

追加する。

7月5日 （金）

雨にて作業中止。

7月8日 （月）

本 日より作業員 を分けB区 の伐開、草刈 り

にも着手する。

7月9日 （火）～12日 （金）

B区 の伐開、草刈 りを行い終了 し、 トラバ

ース測量を行 う。3郭 は南西部 と南小段部

をさらに掘 り下げる。

7月15日 （月）～19日 （金）

B区 の地形測量 を開始する。3郭 南西部か

ら南小段部は岩盤カット面が確認 され、盛

土により構築 されている。盛土中下部には

炭化物層が認められ、スラグが出土する。

7月22・23日 （月 ・火）

3郭 南西部～南小段部は岩盤まで掘 り下げ

完了。2段 になってお り、下段は2郭 と同

レベルである。床面にピットを検出する。

7月24日 （水）～26日 （金）

4郭 にトレンチを設定、着手するが遺構、

遺物 はみられず、削平 されていると考えら

れる。また、堀切1、3郭 西斜面の調査に

着手する。

7月29日 （月）

台風9号 の影響 にて作業中止。

7月30・31日 （火 ・水）

堀切1か ら西斜面にかけて通路状遺構 を検

出。堀切1は 西半部を終了する。2・3郭

のベル トを除 く。2郭 のベル ト中から青銅

製の呼子が出土する。

8月1・2日 （木 ・金）

堀切1の 東半部 を終了す る。3郭 西斜面は

さらに拡張 し、備前等が出土する。

写真2A区 調査状況



8月5日 （月）～9日 （金）

5日 は雨にて作業中止。2・3郭 は完掘状

態の写真撮影 を終え完了する。3郭 西斜面

はほぼ掘 り終えるが遺構 は検出されなかっ

た。通路状遺構 は途中で終 り、溝状遺構 と

な り斜面を下 っている。

8月12・13日 （月 ・火）

堀切2の 調査に着手する。

8月14日 （水）～16日 （金）

お盆にて作業中止。

8月19・20日 （月 ・火）

B区 の調査 に着 手す る。7郭 にグ リ ッドを

設定 し掘 り始 め るが 、表 土下 は地 山であ る。

8月21（ 水 ）～23日 （金）

台風12号 の影 響 にて作業 中止。

8月26・27日 （月 ・火）

堀切2、7郭 の作業 を進 め る。7郭 の東端

部土塁上 の地形 は地 山の削 り出 しであ る。

8月28日 （水）～30日 （金）

台風13号 の影響 にて作 業 中止。

9月2日 （月）

7郭 は終 了 し、堀切4に 着手す る。6郭 は

抜根 を行 う。

9月3日 （火）

堀切4は 中央部が やや高 く、土橋 状 になる。

埋土 中 よ り瀬戸梅瓶 口縁、底部 が出土す る。

9月4日 （水）～6日 （金）

4・6日 は雨 にて作 業中止。6郭 に試掘 ト

レンチ を設定 し調査 開始。

9月9日 （月）

堀切2を 終了 し堀切3に 着手す る。6郭 で

は岩盤 に ピ ッ トが検 出 され、青磁 、砥石等

が 出土 す る。

9月10日 （火）～13日 （金）

6郭 の全面表土剥 ぎを行い、遺構検 出に努め

る。堀切3は 浅 く、表土下に岩盤が出ている。

9月17日 （火）～20日 （金）

6郭 の遺構 を堀 り込 み、精査 を行 う。

9月24日 （月）

6郭 のベル トを除き、遺構 の掘 り込 みを行 う。

9月25日 （火）

午前 中、記者発表 を行 い、午後航 空測量 の

た め清掃 。

9月26・27日 （木 ・金）

引 き続 き全 体清掃 と6郭 の精査 を行 う。27

日は台風19号 のため作 業中止。

9月28日 （土）

現地説 明会 を行 い、多数の参加 を得 る。

9月30日 （月）・10月1日 （火 ）

6郭 南 東部、盛土 部分 を掘 り込 む。

10月2日 （水）

午前中清掃 を行 い、午後航空測量 を実施す る。

10月3・4日 （木 ・金）

6郭 東 南部 を下 げ る。北部 の墓 地改葬 が終

り調査 を行 う。

10月7日 （月）～9日 （木）

7日 は雨 にて中止 。6郭 北部 で はピ ッ トを

検 出 し、東播系鉢 が出土す る。現地機材 の

一部徹 収 を行 う
。

10月15・16日 （火 ・水）

機材等 の徹収 を終 え、現地調査 を完了 す る。

写真3B区 伐開状況



Ⅱ 遺跡の位置 と環境

1． 遺跡 の位置

扇城跡は中村市具同字 ミノコシ8588-1他 の丘陵上に立地する。この丘陵は四万十川と中筋

川の間に所在する高森山 （標高336m） から東方へ と派生す る尾根の東南端部に位置する半独

立丘陵であ り、標高50～55mを 測る尾根が東南方向に開 く逆U字 形を呈 している。

高森山を含む一帯は地質的にみれば、中央構造線の南、西南 日本外帯の四万十帯に属 し、 さ

らに詳 しくみるならば四万十帯北帯の大正層群である。城跡の立地する丘陵は大正層群中の有

岡層であ り、砂質頁岩を中心 とする混在岩層 とされてお り、四万十川を挾み対岸に位置する中

村城跡 も同様 の地質構造をもっている。

地形的には、四万十川と中筋川の元合流地点 （現在では四万十川か ら中筋川への逆流を防 ぐ

ために下流約3．5㎞まで堤防により分離されている。）の西側に位置 し、宿毛市方面へ延びる中

筋平野を四万十川の手前で遮るように南へ と突出している。城跡周辺の水田は標高7m前 後 と

低 く、中筋川の高低差がきわめて小 さいことから、堤防が完成す るまでは小規模な出水によっ

て も水没する湿田であ り、当時の景観 としては城跡の周囲は湿地帯であったと考えられ、自然

の要害をなしていたものと思われる。扇城跡の頂部からは西方の宿毛市方面へ延びる中筋平野、

東か ら南にかけては中村城跡から中村市街地、さらに四万十川の河口方面へ と眺望が開けてお

り、城跡の立地 としては良好である。城跡の斜面はかな り急峻であ り、特に東斜面の谷奥は急

傾斜面を呈 している。山裾は小谷 により切 られており、凹凸 とな り、斜面の一部には杉の植林

がなされている。他は雑木林であるが、南部の尾根上の曲輪上は畑地 として使用されていた。

逆U字 状形の丘陵中央部には当城跡が位置しており、南へ延びる尾根の南端部の標高58mを

測る頂部を中心として栗本城跡が所在する。西へ延びる尾根上にはナ リカ ド城跡が立地 してお

り、丘陵の尾根上に栗本城跡、扇城跡、ナリカ ド城跡が連なっている。

2． 歴 史的環境

扇城跡の存在 を直接物語る資料 は現在のところ皆無であ り、長宗我部地検帳にわずかに記載

がみられるのみである。扇城跡 を取 り巻 く中世の状況については後述するとして、四万十川流

域 における遺跡の変遷 を概観 してみたい。

四万十川は総延長196kmを 測る高知県第一の河川であ り、幡多地域 に多 くの自然の恵みをも

たらしている。原流 は四国山地の不入山 （1,336m） に発 し、西南四国を流域 としなが ら梼原

川等の支流 を集め、中村市下田で太平洋へ と注いでいる。流域には平野部が少 なく、窪川町の

窪川盆地を除けば狭隘な河岸段丘が続いてお り、中村市街地付近において後川、中筋川へと合

流 し、中村平野を形成 している。



Fig．3周 辺遺跡分布 図



四万十川流域における最古の遺跡は、ナイフ形石器 を出土 した上流域の梼原町影野地遺跡 と

河口付近の海岸段丘上の中村市双海遺跡であ り、他に宿毛市宇須々木遺跡（註1）の存在が知 られてい

る。縄文時代では、草創期の豆粒文土器、尖頭器を出土 した十和村十川駄場崎遺跡（註2）をはじめ と

し、上中流域 に早～前期の遺跡の所在が知 られている。中期 の遺跡 はほとんど確認されていな

いが後期になると四万十川全域にわたり遺跡が増加する（註3）。中村市近辺では市街地の上流約5km

の地点に三里遺跡が所在 しており、後期後半の縁帯文系の三里式が設定されている（註4）。市街地周

辺 には4ヶ 所の縄文遺跡が確認 されているが調査 は行われてお らず詳細 は不明である。晩期の

遺跡 としては市街地内に著名な中村貝塚 （Fig3-93） の存在が知 られている（註5）。中村貝塚は昭和



44年 に幡多事務所新築工事中に発見されてお り、地表下約5mに 貝層が確認 された。貝層 はヤ

マ トシジ ミ （上層）、マガキ ・ハマグリ （下層）であ り、土器、石器、骨角器、獣骨等が出土

している。また、貝層下の粘土層中か らは稲花粉が検出されており、注目される。土器は出土

貝層の上下及び突帯の刻 目の有無等 により中村 Ⅰ・Ⅱ式 として設定 され、晩期後半末に位置付

けられている。

弥生時代では13ヶ 所 （Fig.3）の遺跡が確認 されているが、前期の遺跡 として著名なのは入

田遺跡 （Fig.3-52）である（註6）。入田遺跡は四万十川の西岸、 自然堤防上に立地すると考 えられ、

現況では堤防内の河川敷である。出土土器は縄文系突帯文の入田B式 と弥生土器である入田式

が共伴 しており、高知県における弥生文化生成 を知る上で重要 な資料 となっている。中期か ら

後期 になると遺跡は拡散 してお り、具同中山遺跡群 （Fig.3-64）（註7）、山路遺跡 （Fig.3-70）か ら

は銅鉾の出土が知 られている（註8）。

古墳時代の遺跡 としては具同中山遺跡群 と古津賀遺跡 （Fig.3-64・74）（註9）が注目される。両遺

跡 ともに中筋川 と後川の河川敷 に立地す る祭祀遺跡であ り、多量の土師器、須恵器 とともに手

づ くね土器、土製鏡等の祭祀遺物がブロックとなり出土 している。時期的には具同中山遺跡群

が4世 紀から5世 紀 を通 じ6世 紀前半まで、古津賀遺跡は5世 紀末か ら6世 紀 にかけてであ り、

具同中山遺跡群が先行する。このような祭祀遺跡の存在 は、祭祀 を行 った集団 （集落）の存在

とこれを統括する政治的勢力 （首長）を裏付 けるものであ り、周辺部に大規模な集落跡が想定

される。首長墓 としての古墳は中村市周辺 には未発見であるが、中筋川の上流部、宿毛市平 田

には前方後円墳である曽我山古墳（註10）、2基 の円墳か らなる高岡山古墳群（註11）が存在 してお り、幡多地

域における政治的発展 を示 している。また、後期古墳 としては横穴式石室 をもつ古津賀古墳

（Fig.3-78）、竹島土居山古墳等が知 られている。

古代になると確認されている遺跡 は少なくなる。発掘調査が実施 された遺跡 としては具同中

山遺跡群 とその対岸 に位置す る風指 ・アゾノの両遺跡 （Fig.3-62・63）（註12）をあげることができる。

いづれの遺跡 においても出土遺物は9世 紀以降、10・11世 紀を中心 としてお り、7～8世 紀の

律令期は現在のところ空白である。風指遺跡では7点 の緑釉陶器が出土 しており、遺跡の立地、

出土状況からみて官制の祭祀との関連性が指摘 されてお り、古代末の幡多における一様相を知

ることができる。具同中山遺跡群、アゾノ遺跡では12～14世 紀の集落跡、墓跡群が検 出され、

古代末か ら中世への変化がみられる。また、アゾノ遺跡では地震跡の噴砂が検出されてお り、

南海地震 との関連が注 目されている。

中世の遺跡では先に述べた具同中山遺跡群、アゾノ遺跡の他、注 目されるものとして香山寺

跡に関係すると考 えられる川平山中世墓群が調査 されている（註13）。香山寺跡は中筋川の南岸、具同

中山遺跡群の対岸であり、中世墓群からは14～15世 紀の備前壺の蔵骨器が出土 している。また、

具同中山遺跡群では集石墓、土壙墓が検出されてお り、土壙墓か らは13世 紀の青磁碗が数点副

葬品として出土 し、集石墓では14世紀 と考えられる常滑大甕が出土 している。中筋川流域にお

ける集落 と墓域 ・墓制の関係 とその変遷 を知る上で重要な資料であろう。

戦国時代では、中村城跡をは じめ として栗本城跡、塩塚城跡、チシ古城跡等の発掘調査が行



われている。中村城跡は、中村市街地の北西に接 して立地 してお り、土佐一条氏から長宗我部

氏、山内氏の各時期 に使用されている。尾根上には 「東城」「為松城」「中ノ森」「御城」「今城」

と長宗我部地検帳に記載 される曲輪が存在 し、昭和58年 度に 「御城」 を中心 とす る曲輪の調査

が行われている。（註14）調査の結果、詰では基壇状遺構 とこれに伴 う石垣、堀切等の遺構が検出され

てお り、瓦類 も多 く出土 している。時期的には16世 紀後半が中心であ り、長宗我部時代の遺構

と考えられる。栗本城跡は、土佐を追われた一条兼定が、再起 をかけて長宗我部氏 と対峙 した

天正3年 （1575）の渡川合戦時に陣を張ったとされる城跡であ り、昭和58・59年 度 に調査が行

われている。（註15）調査の結果、多数の柱穴、溝等が検出され、輸入陶磁器、国産陶器、土師質土器

が出土 しており、15世 紀後半～16世 紀後半の時期 とされている。塩塚城跡 は四万十川をやや遡

った川登 に位置する城跡であ り、やは り柱穴が検出されている。（註16）遺物 も青磁 を中心 とする輸入

陶磁器、備前等が出土 してお り、15～16世 紀前半に位置付けられる。県下の発掘調査が行われ

た城跡 をみれば、15～16世 紀にかけてのいわゆる戦国時代に存続 した と考 えられる城跡と、そ

れ以後長宗我部氏の勢力が土佐一円を支配 した16世紀後半まで継続 した城跡の2時 期が存在 し

てお り、土佐における中世末期の状況をみることができる。

註1山 口将二 「高知県における旧石器文化」『旧石器考古学』43号 旧石器談話会1990

註2山 本哲也 ・岡本桂典 『十川駄場崎遺跡発掘調査報告書』 十和村埋蔵文化財調査報告書第3集 十和

村教育委員会1989

註3木 村剛朗 『四万十川流域の縄文遺跡研究』 幡多埋文研1987

註4岡 本健児 『三里遺跡』 中村市教育委員会1967

註5『 中村市史』 中村市1969

註6『 高知県史』考古編 高知県1958

註7出 原恵三 ・松田直則 ・廣田佳久 『後川 ・中筋川埋蔵文化財発掘調査報告書 Ⅰ』具同中山遺跡群 ・古津

賀遺跡 高知県教育委員会1988

註8註5に 同じ

註9註7に 同じ

註10註6に 同じ

註11山 本哲也 『高岡山古墳群発掘調査報告書』 高知県教育委員会1985

註12出 原恵三 ・松田直則 『後川 ・中筋川埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ』風指遺跡 ・アゾノ遺跡 高知県教

育委員会1988

註13林 道工事立会調査により確認された遺跡であ り、五輪塔等 も出土している。

註14松 田直則他 『中村城跡』 中村市教育委員会1983

註15木 村 剛朗 『栗本城跡』 〃1984

註16山 本哲也 『塩塚城跡』 〃1987



Ⅲ 調査の概要

1． 城跡 の概 要

扇城跡 は標高55m前 後 を測る尾根上に立地 してお り、南へ延びる尾根上 には栗本城跡、西へ

延びる尾根上にはナ リカ ド城跡が存在する。全体的な地形 と城跡の配置をみれば、南東に開 く

谷を囲むようなU字 形の尾根上に栗本 ・扇 ・ナリカ ドの3城 跡が連なってお り、扇城跡はその

名称のごとく扇の要に位置 している。

調査前の状況をみれば、南部 （A区） と北部 （B区）の2ヶ 所に頂部が存在 してお り、城跡

の中心 となる詰 （3郭 ・6郭 ） と考えられる。A区 は、3郭 を詰 として南へ延びる尾根上に1

・2郭 が直線上に連続 し、北には2本 の堀切により各々隔てられた4郭 ・5郭 が続いている。

B区 は、2本 の堀切によりA区 と分離す る6郭 を中心 として、東のナリカ ド城跡へ と続 く尾根

上に7郭 、北へ延 びる尾根が堀切 により隔され、8郭 となっている。なお、5郭 及び8郭 は堀

切 により他の曲輪と隔絶 しているが自然地形 と考えられ、平坦面等は存在 しない。

A区 の1郭 は、南北方向に長軸 を取る不整方形の曲輪であ り、南北長25m、 東西最大幅8～

9mを 測 る。標高は54．5mで あ り、北へ続 く2郭 との比高差は0．8m前 後 を測る。なお、調査

対象範囲は1郭 の北半部であ り、南半部は調査区外である。2郭 は、1郭 と3郭 の間の鞍部で

あ り、南北長25m、 東西幅5～8mを 測 り、最低部の標高 は53．6mで ある。2郭 と3郭 の間に

は8．5×2．5mの 小段部が存在 してお り、2郭 との比高差O．7m、3郭 との比高差は0．6mを 測る。

3郭 は半円形状を呈 してお り、東辺長33m、 中央部最大幅20mを 測る。北端部から東辺一部に

かけて土塁状の地形がみられ、平坦面 との比高差は1．2mと 高 く、断面か らみれば地山の削 り

出 しである。平坦部の標高 は約54．5～55．8m、 北端部では56．3mを 測 る。3郭 の西斜面の北半

部には標高47m前 後に非常に緩やかな斜面がみ られ、曲輪の一部で はないかと考えられた。 ま

た、東斜面にも一部帯状の緩斜面が標高50mラ インに存在する。

3郭 の北面はきわめて急峻な斜面 をなしてお り、堀切1を 形造っている。堀切1は 中央部で

幅14mを 測 り、東端部は標高40mラ インまで延び、幅5～6mで 終 る。西斜面では標高45mラ

インで山道に続 き終っている。3郭 との比高差は約7m、4郭 との比高差は約2．5mを 測 り、

扇城跡では最大の堀切である。

4郭 は南北長34m、 南端幅15m、 北端幅7mを 測 る不整台形であ り、標高50m前 後 を測る。

西辺寄 りには地山削 り出しの土塁状地形がみられ、西側は緩斜面 となっている。東辺側 には約

1．5m下 部に3×28mの 帯状平坦面が存在する。4郭 の平坦面には杉の植林がなされてお り、

土塁状地形及び東辺下部の平坦面は植林によるもの と考えられた。

4郭 と5郭 の間には堀切2が 存在する。中央部は埋め られ通路 となっているが、堀切の幅は

約3．5mと み られ、東端部は標高約42m、 西端部は標高約45m付 近まで堀 り切 られている。

5郭 は標高約54mの 小頂部であり、平坦面等はみられず 自然地形である。5郭 か ら尾根は方



Fig．4調 査対 象地図



向を東へ振 り、鞍部を隔て6郭 へ と続いている。 また、西へ と延びる尾根が存在 していたが、

すでに造成により削平されている。

堀切3は5郭 と6郭 の間の鞍部に堀 られた2本 の堀切であ り、鞍部の標高は約45mと 最 も低

くなっている。堀切3aは 一部山道になってお り、西斜面側はかなり破壊 されているが幅約2m、

Fig．5扇 城跡全体 図



Fig．6扇 城跡調査前地形測量図





東斜面では4mほ ど堀 り下げられている。堀切3bは 、約13mほ ど6郭 への斜面 を上 った位置

であり、幅約2．5mを 測る。西斜面では緩やかに開き斜面へ と続 くが、南斜面では山道が通 っ

てお りわずかな窪みとなっている。

6郭 は南北長55m東 西幅13～16mを 測る方形を呈 し、やや西へ張 り出し曲っている。平坦

面の標高 は53．5m前 後を測 り、北部約13mはO．5～O．8mほ どの小段 となり低 くなる。また、北

端の一部を除 き西辺には地山の削 り出しによる幅1．5m、 高さ1mの 土塁状地形がみられる。

堀切3bか ら延びる山道が東斜面 中腹 を巡 り、南東端か ら延びる小尾根 を削 り込 んでいる。6

郭 には一部植林が なされてお り、西辺の土塁状地形からみても4郭 と同様に削平を受 けている

ものと考えられた。

7郭 は6郭 か ら東へ延びナ リカ ド城跡へ と続 く尾根上であ り、堀切5に より隔てられている。

平坦面は東西長約40m、 南北幅5～8mを 呈 しており、東南部 にはやは り土塁状の地山削 り出

しがみられる。標高は47mを 測 り、6郭 との比高差は約4mで ある。

堀切5は ほとんど埋 まってお り、南北両斜面にわずかな窪みとして残 されていた。幅は約3m

とみられ、端部は標高44mラ インで終っている。

8郭 は緩やかに北へ延びる尾根であ り、平坦面等は存在せず自然地形である。堀切4は6郭

と8郭 を隔てるが、堀切5と 同 じく幅約2．5mの わずかな窪みとしてのみ確認 された。

調査前の状態は以上であり、自然地形 も含め南から1～8郭 の曲輪 と5本 の堀切が確認され

た。1～3郭 は最近 まで畑地 として使用されてお り、4・6・7郭 には植林が行われていたこ

とからみれば各曲輪の遺存状況はあまり良好 とは思われなかったが、堀切については現況にお

いて も明瞭に確認 された。各斜面の傾斜 は全体的に40～60°と急峻であ り、特 に堀切2の 東西

両斜面、堀切3の 南斜面は60°以上の傾斜面である。1郭 の南 は5～6mの 比高差 をもつ急傾

斜面であ り、さらに南の栗本城跡に至るまでは、ほぼ平坦な細尾根が続いている。

2． 調査 の方法

調 査 にあた っては、調査前 の トラバ ース測 量 を行 い、地形 測量図 を作 成 した。 さ らに調査 区

の設定 につ いて は、 トラバ ー ス測量 点 を基準 点 として各 曲輪 の形状 にあ わせ た任 意 の4mグ リ

ッ ドを設定 した。1～3郭 は 同一 グ リ ッ ドで あ り、 基 準線 は公 共座 標 第Ⅳ 系 の北 か ら東へ

4°-40´-3O"振 れ て いる。 グ リッ ドの名 称 は東西 を西 か らA～L、 南北 を北か ら1～25と し、北

西 コーナー を基準 と して呼称 す る こと とした。調査 は グリ ッ ドによ り2m幅 の トレンチ を設定

し、遺構 、遺物 の遺存 状態 を確認 した後、 ベル トを残 し全面発 掘 を行 った。 また、3郭 西斜面

も同様 にベル トを残 し掘 り進め た。堀 切1・2に つ いて は4郭 の 中央 長軸 を基 準線 として任意

に分割 し全 面 を掘 り下 げた。4郭 は地表面 がすで に地山で あ り、遺構 、遺物が存 在す る可能性

はほ とん どなか ったが、確 認の ためA～Fの トレンチ を設定 し、調査 を行 った。各 トレンチ は

次 の とお りで ある。Aト レンチ3×22m・Bト レンチ2×18m・Cト レンチ1×9m・Dト レ

ンチ1×5m・Eト レンチ1×4m・Fト レンチ1×4m。



B区 に つ いては6・7郭 に4mグ リ ッ ドを設 定 した。グ リ ッ ドの基 準線 はや は り6郭 の南 北

長軸方 向 と し、公 共座標 第Ⅳ 系 の北 か ら東へ4°-10´-20"振 って いる。名称 は1～3郭 と同様 に

東西 をA～O、 南 北 を1～16と し、北西 コーナー を基準 と して呼称 した。 や は りグ リ ッ ドライ

ンにベ ル トを残 し全面調査 を行 ったが 、北 端部 と南 端部及 び 中央西 辺部 に墓 地が残 されて お り、

改葬後 に調査 を行 うこ とと した。7郭 は グ リッ ドを延長 し、調査 を進め た。堀切3・4に つ い

て は、堀切 の中心線 を基準 と し、堀 切5は グ リ ッドを基準 と した。



遺構の全体測量については航空測量 によ り実施 し、縮尺1/50の遺構図、同1/100の全体 図を調

製 した。各曲郭、堀切等の土層図等については現地で必要に応 じて作成 した。

3． 調 査 の 概 要

調査はA区 から着手 したが、調査対象地は1郭 の北半部であったので、事業者 と協議のうえ

対象外であった南半部の調査から開始 した。南半部では表土下に岩盤がみられ、岩盤を掘 り込

んだ柱穴31個 が確認された。南端部では岩盤が深 くなり黄褐色土が盛土されていた。調査対象

地である北半部で も同様に岩盤を掘 り込んだ柱穴42個 が検出された。2・3郭 ではグ リッドに



よる幅2mの トレンチを中心に設定 し、調査を進めた。2郭 の トレンチでは北寄 りの部分で岩

盤が切れ、堀切の存在が考 えられたが、調査の結果、部分的な岩盤の落ち込みであることが判

明 した。2郭 と3郭 の小段部 は掘 り込んだ結果、西半部の岩盤を大 きく削平 し、平場 を造 り出

していた。柱穴はやはり岩盤に掘 り込まれてお り、2郭 では80個 、小段部には7個 が検出され

た。3郭 の トレンチにおいて も表土直下に岩盤がみられ、柱穴の存在が確認 された。全面調査

の結果、北端部か ら東辺部にかけての土塁、南西部の岩盤削平 による平場 の造 り出し、方形及

び円形の土坑各1基 、柱穴77個 が検出された。また、西斜面の緩斜面部においては、堀切 より

続 く通路状の遺構を確認 した。4郭 では中央部と東部、西部の平担面 をトレンチにより調査 を

行 ったが、ほとんど表土 もな くすべて地山であ り、出土遺物 もないことから後世の植林等の削

平によるものと考えられた。5郭 は現況確認の結果、自然地形であると判断されたが、その南

北に続 く尾根部は堀切 により隔絶されてお り、城 としての構造の一環 として とらえられる。堀

切1及 び2は 岩盤を削 り込んでお り、尾根部、斜面部 ともにきわめて急激な斜面をなしている。

特に堀切1の3郭 側 は急斜面であ り、東側では比高10mほ ど削 り込んでいる。

B区 の調査 はA区 終了後に着手された。まず、A区 と同様に遺構、遺物の遺存状態を確認す

るために6郭 の中央部に幅2mの トレンチを設定 し、調査 を進めるとともに、7郭 の全面調査

にも着手 した。6郭 も他の郭 と同様に表土は薄 く、直下に岩盤がみられたが、南西端部及び北

端部は岩盤が落ち込んでお り、盛土により造 り出されていた。遺構 としては西辺部の土塁 と土

坑8基 、柱穴155個 が検出された。柱穴 は北部 と南半部 に集中 してお り、土坑は柱穴の少ない

中央部 に集中していた。7郭 では表土直下に岩盤がみられ、堀切5の 部分に5個 の柱穴が検 出

されたのみであ り、他の遺構は確認 されなかった。 また、東端部 においては調査対象地外 に延

びる土塁が一部確認されていた。8郭 は5郭 同様、北へ延 びる自然地形の尾根であることが確

認 され、やや浅いが6郭 との間には堀切4が 検出されている。堀切3は5郭 と6郭 の鞍部 に掘

られた2重 の堀切であ り、堀切5で は中央部 を土橋状に掘 り残 しており、その周辺 に5個 の柱

穴が検出されている。

遺物の出土状況は、A・B区 ともに表土が薄 く、直下 に岩盤がみ られる部分が大半であ り、

包含層出土の遺物はあまり多 くなか ったが、2・3郭 の平場を造 り出した段状遺構及び郭の端

部を造成 した盛土中と柱穴等の遺構 から出土する遺物が中心であった。土師質土器 は377点 と

他の城跡 に比 して少な く、ほとんどが磨耗 している。輸入陶磁器 は、青磁が264点 と大半 を占め、

他は白磁13点 、染付8点 ときわめて小量である。国産陶器では備前が最 も多 く304点 、他 に瀬

戸5点 、天 目茶碗1点 、東播系1点 がみられる。瓦質土器 は10点 と少なく、他に土錘が14点 出

土 している。金属製品では渡来銭、鉄釘、呼子等が出土 してお り、スラグ、砥石もみられる。

4． 層 序

扇城跡における土壌の堆積は薄 く、各曲輪においても表土下に岩盤がみられる状態であるが、

2郭 のみは1郭 と3郭 の鞍部にあたり、岩盤 までの間に堆積が存在する。また、3郭 南西部 の



段状遺構及び6郭 の北部 と南東部は岩盤が低 く落ち込んでお り、盛土がみ られる。

1～3郭 の縦断面セクシ ョン （Fラ イン）の層序は次のとお りであ り、表土はすべて畑地の

耕作土である。

1層 表土4層 暗褐色混砂利土 （炭化物を含む）

2層 淡黒褐色粘質土5層 黄色地山土

3層 黄褐色混砂利土6層 黒褐色粘質土 （pit埋土）

1郭 では中央部に若干の3層 がみられるが、ほとんどは表土直下が岩盤である。2郭 はFl2

・13から1郭 側 と3郭 側へ と高 くなってお り、表土直下に岩盤がみられる。F12・13は 岩盤が

落ち込み、最も低 くなってお り、2～5層 の土層が存在する。2層 は表土 （耕作土）の影響に

よ り淡黒褐色 を呈する。3・4層 は地山土に砂利を含 む土層であ り、4層 には炭化物 を多 く含

むことによ り色調の変化がみられる。5層 は地山土であ り、若干の地山礫を含 む。城跡に関係

する土層 は3・4層 であり、整地のために盛土が行われたと考 えられる。

1・3郭 の横断面セクシ ョン （19・5ラ イン）は1層 表土直下に岩盤がみられ、肩 口には岩

盤を削 り込んだ畑の周囲を廻 る道が存在 し、一部黄褐色混礫土等が存在する。2郭 （13ライン）

は縦断面セクシ ョンと同様であるが、4層 下の一部に炭化物の集中層が検出されている。2郭

北西部及び3郭 南西部の段状遺構 （SX1・2） では岩盤を削 り込み整形が行 われ、さらに3

郭 と同レベルまで盛土がみられる。盛土の層序は次の とお りである。

9ラ イン （SX2）

1層 表土5層 暗黄褐色混砂利土

2層 黄褐色混砂利土6層 暗褐色粘質土

3層 暗黄色混砂利土7層 炭化物

4層 暗黄色混礫土8層 黄色地山土

10 ラ́イン （SX1）

1層 表土6層 明褐色粘質土1O層 暗黄色砂利土

2層 黄褐色混砂利土7層 焼土11層 暗褐色砂利土

3層 暗黄褐色混礫土8層 明黄色混礫土12層 黄色地山土

4層 茶褐色粘質土9a層 暗褐色粘質地山土

5層 暗黄褐色地山土9b層 〃 混砂利土

9ラ インでは、2～5層 のいずれも砂利 （1cm以 下の岩盤小片） または岩盤礫 （1～5cm）

を多 く含む土層であ り、色調の変化 はあるが同質の盛土である。6層 は礫をほ とんど含まない

地山土をベース とする粘質土であ り、7層 炭化物層 を間層 として含 むことからみれば、SX2

の遺構面に伴 う堆積層 と考えられ、上層の2～5層 は整地時における一括盛土であろう。10 ラ́

インの層序 は、7層 焼土 とともに礫 を含 まない4層 茶褐色粘質土、6層 明褐色粘質土の存在か

ら8層 上面において上層 と下層 に分離 される。下層の8～11層 は、9a層 暗茶褐色粘質土 を除

き砂利、礫 をかな り含んでお り、SX1の 下層一括盛土 とみられる。上層の盛土は8層 上面に



おける作業面に伴 う堆積である6・7層 と5層 堆積面上の4層 の2面 が考えられ、以後2・3

層により3郭 の小段部のレベルまで盛土整形 された ものであろう。

3郭 の西斜面下の緩斜面部ではほとんど土層の堆積 はな く、1層 表土と岩盤上の2層 黄色地

山土である。通路 と考えられるSX3は 岩盤を削 り出 しているが、部分的には2層 地山土を強

く叩き締めてお り、他の地山土 との差 は明瞭である。

6郭 の北端部では、地山の落ち込みに2層 暗黄褐色粘質土 を盛土 し、整形 している。また、

南西部も同様に大 きく地山が落ち込んでお り盛土 されているが、その層序は次のとお りである。

14ライン

1層 暗褐色粘質土

2層 黄灰色混礫土

3層 暗黄褐色混礫土

4層 暗黄色礫土

5層 暗黄灰色礫土

6層 黄褐色礫土

1層 を除き2～6層 は岩盤礫 を多 く含んでお り、6郭 削平土による盛土 と考え られる。堆積

状態は各層 とも右下へ傾斜 をもってお り、6層 か ら順次盛土 を行いながら拡張 し、整形 した状

況がみられる。

7郭 は1層 表土が非常に薄 く、その下には2層 黄色地山土が存在するが、遺物包含層等はな

く、以下は岩盤である。また、3・6・7郭 に残存する土塁 は、いずれ も地山の削 り出 しによ

って築造されてお り、盛土 によるものは存在せず、各曲輪の削平時に造 り出されたものである。

堀切1の セクシ ョンでは、上層黄褐色混礫土、下層 に暗黄褐色地山土が存在するが、上層 は

堀切斜面の部分的な崩壊による堆積 と考えられ、礫 を含まない下層が堀切の埋土 とみられる。

堀切2の セクションにも、上層の1層 表土、2層 暗褐色混礫土 と下層の礫を含 まない3層 黄褐

色粘質土が存在 し、やはり下層が埋土 と考 えられる。堀切4の セクシ ョンは土層の堆積が薄 く、

1層 表土 と2層 黄褐色粘質土がみられるのみである。



Fig．91～3郭Fラ イ ン縦 断 セ ク シ ョン図





Fig．101～3郭5・9・10′ ・13・19ラ イ ン横 断 セ ク シ ョン 図





Fig．113郭 西斜 面 、6郭11・14ラ イ ン7郭Hラ イ ン、堀 切1・2・4セ ク シ ョン図





Ⅳ 遺 構

1.遺 構 の 配 置

扇城跡 において検 出された遺構 は、1・2・3・6・7郭 の各曲輪であ り、堀切は1・2・3a・3

b・4・5の6本 であった。他 に1郭 の東斜面 に溝跡SD1、2郭 北西部及び3郭 南西部では段状

遺構SX1・2、 堀切1の 底部 より3郭 の西斜面の緩傾斜部 に延びる通路遺構SX3が 検出さ

れた。5・8郭 はすでに述べたとお り自然地形であ り、削平 による平場の築造等はみ られず、

4郭 も試掘 トレンチの状況か ら判断すれば後世の植林による削平であると考えられた。土塁は

3郭 の北辺から東辺北半部 にかけて、6郭 では西辺部に残 されてお り、7郭 において も東端部

から調査区外 に延びる南辺部に土塁が確認 された。各曲輪の遺構配置については以下に述べる。

1郭 における遺構は、調査対象地外 も含め、掘立柱建物跡4棟 、柵列2列 、柱穴40個 、東斜

面部に溝跡1条 が検出された。1郭 自体は25×1Omの 不整方形であ り、中央部から南はやや西

へ と曲っている。遺構面は標高54.50m前 後 を測るほぼ平坦な岩盤面であ り、南端部約2m及

び縁辺部lmは 岩盤が落ち込み、盛土により築造 されている。1郭 と2郭 の間は50～60cmの 小

段差 によ り区分 され、東西の斜面は40～55°の傾斜 をもつ。東斜面のSD1上 面斜面 は掘削に

より急斜面を造 り出している。

2郭 では、掘立柱建物跡3棟 、柵列1列 、柱穴60個 が検出された。2郭 は1郭 の北半部と同

方向に延びる方形の曲輪であ り、幅5～8mと 狭 く、全長は21m（SX1部 分では25m） を測

る。遺構面はやはり岩盤であ り、1郭 側から緩やかに低 くなる。3郭 側では西方 に向け岩盤が

40～50cm落 ち込んでお り、南端部 との比高差 は約1.8mを 測 る。掘立柱建物跡及び柱穴は岩盤

面に多 く、SXlに はSB7が 位置 している。また、岩盤落ち込み部には2個 の礎石 と考えら

れる50cm前 後の礫が検出されている。2個 ともに割れているが、上面には平坦面がみられ、火

を受 けて赤化 している。出土状態からみれば移動 していると考えられ、盛土時 に埋め込 まれた

ものであろう。

3郭 の遺構 は、掘立柱建物跡4棟 、柱穴50個 、土坑2基 、土塁である。遺構面はすべて平坦

な岩盤面であ り、柱穴数は曲輪の面積に比 して少な く、散在 している。3郭 の東辺は2郭 か ら

同方向に直線的に延 び、西辺 は半円形をなす。全長は35m、 最大幅17mを 測 り、南端部には5

×5mの3郭 面 より1.3mほ ど低い小段部が存在する。南西部のSX2に はSB8が 位置 し、

西斜面の緩斜面部には堀切1底 部から延びる通路遺構SX3が 存在す る。

6郭 では、掘立柱建物跡3棟 、柵列5列 、柱穴94個 、土坑8基 、土塁が検出された。6郭 は

中央部で若干東へ屈曲した方形であ り全長55m、 最大幅15mを 測る。遺構面 は岩盤であるが、

北部及び南東部では岩盤の落ち込みを盛土 により整形 してお り、特 に南東部 は盛土が厚い。掘

立柱建物跡 と柵列 は南部 と北部に分かれ、中央部には土坑が位置 している。 さらに柵列は6郭

の中央部に、長軸方向に添い連続 して存在する。



Fig．121～3郭 遺構配置 図



7郭 の遺構 は、堀切5の 土橋部分に検 出された5個 の柱穴 と東端部の土塁のみであ り、他は

全面 ともに岩盤面である。

Fig．136・7郭 遺構配置 図



2.掘 立柱建物跡

1）1郭

SBl

SB1は 、1郭 の南半 部 に位 置す る1×3間 の南北棟 で あ り、ほ ぼ北 に方位 を とる。柱 間 は

桁行2.05～2.65m、 梁 間1.9mを 測 るが、南 辺 は1.4mと 狭 い。柱 穴 は直径40～70cmの 楕 円形及

び不整 形で あ り、北西 コーナーの柱穴 は検 出 され ていない。深 さは30～40cmを 測 り、南東 コー

ナーの柱 穴 は65cmと 深 い。埋土 は暗褐色 粘質土 であ り、南端 は岩 盤の落 ち込 む肩部 にかか って

いる。遺物 は、 図示 した もの と して、南 西 コーナ ーのP1か ら青磁 の皿 口縁 （Fig.28-17） が

出土 してい る。

SB2

SB2は1郭 の ほぼ 中央 部 に位置 し、1×2間 の南 北棟 で あ る。棟 方 向はN-7°-EとSB

1と ほ ぼ同方 向で あ り、北 を示 す。柱 間は桁行3.15～3.45m、 梁 間3.05～3.3mを 測 り、他 の

掘立柱建 物跡 に比べ広 い 間隔 を もつ 。南辺 はSB1の 北 辺 に一部 接 してい る。柱穴 は直径30～

40cmの 円 形 であ るが 、左 辺 中央 部 の柱 穴 は長径90cmの 楕 円形 であ り、切 り合 いが み られる。深

さは、 いずれ も20～30cmと 全 体 的 に浅 く、埋

土 は暗褐色 か ら褐色 粘質土 であ る。

SB3

SB3は 、SB2の 西 側約1mに 位 置 す る

1×1間 の小規模 な建 物跡 であ り、SB1・

2と 同 じ くN-2°-Eと ほ ぼ北 に方位 を とる。

柱 間 は1.7mと1.85mを 測 り、北 西 コー ナ ー

の柱 穴 は検 出され てい ない。柱 穴 は直径40～

50cmの 楕 円形 であ り、深 さは10～20cmと 浅 く、

埋土 は暗褐色粘 質土で ある。

SB4

SB4は1郭 の北半 部 に位 置 し、SB2の

北 西部 と一部重 複す る2×2間 の東 西棟 で あ

る。棟 方 向 はN-71°-Eを 示 し、SB1～3

と はやや方 向に違 いが み られ、1郭 の形状 に

合 わせ てい る ようであ る。柱 間 は桁 行2.05～

2.25m、 梁 間1.35～1.9mを 測 り、 差 が み ら

れ る。柱 穴 は直径35～45cmと や や小 さ く、深

さ も10～25cmと 浅 い。南辺 中央 の柱 穴 は重複

してお り、深 さは44cmと 深 く、埋 土 は黄 褐色

粘質土 であ る。

Fig．14SB1



Fig．15SB2～4



2）2郭

SB5

SB5は 、2郭 の南半部 の岩盤面 上 に位 置 してお り、1×3間 の南 北棟 であ る。棟 方向 はN

-23°-Wを 示 し
、 や は り2郭 の形 状 に合 わせ る方 向 で あ る。柱 間 は桁行1.85～2.25m、 梁 間

2.85～2.9mを 測 り、梁 間が やや広 い。 さらに、東辺 には80～90cmの 間 隔 を もつ張 り出 しの柱

穴が存在 す るが やや並 びが乱れ てい る。柱 穴 は直径25～40cmの 円 形 及 び不整楕 円形 であ り、小

形で ある。深 さは20～45cmが 多 いが、最 も深 い柱穴 は75cmを 測 る。埋 土 は暗褐色 粘質 土で あ る。

規模 か らみれ ば梁 間 は2郭 の幅 に近 く、西 辺 は岩 盤の肩 口 にそ って検 出 されてい る。東辺部側

は幅1.5mほ ど残 されて お り、通路 としての空 間 と考 え られる。

SB6

SB6はSB5の 北2.5m、 岩 盤 落 ち込 みの肩 口 に位 置 してい る。 規模 は1×1間 であ り、

柱 間 は1.3mと1.8mを 測 る。長 軸 を棟方 向 とす れ ばN-68°-Eを 示 す東 西棟 であ る。柱 穴 は直

径25～35cmと 小 さ く、北西 コーナ ーの柱穴 は検 出 され てい ない。深 さは10～25cmと 浅 く、埋 土

は暗褐色粘 質土で ある。

Fig．16SB5



SB7

SB7は2郭 の北西端部に位置す る段状遺構であるS

X1に 位置する。SX1は3郭 南端の小段部の西辺か ら、

3郭 の南西端部 を削 り込み、造 り出された方形の平坦部

であ り、SB7建 造のために造築された ものであろう。

規模 は2×3間 の南北棟 であ り、棟方向はN-40°-Wを

示す。柱間は桁行2.1～2.35m、 梁間1.8～1.9mを 測 り、

東辺部はほぼ等間隔である。柱穴は直径40～60cmと やや

大形であ り、不整形の円形及び楕円形 を呈する。北西コ

ーナーと南辺中央の柱穴 はSX1の 肩 口であ り、西辺 は

斜面上に張 り出す。南辺 と中央 ラインの柱穴 には段部が

みられ柱の建替 えが考え られる。北辺 と東辺 は削 り込ん

だ壁 にほとんど接 してお り、SX1の 平坦部全面に建物

が存在 している。埋土は暗黄褐色粘質土であ り、小礫 を

含んでいる。

Fig．17SB6・7



3）3郭

SB8

SB8は3郭 南 西端部 の段 状遺構SX2に 位 置 す る。SX2はSX1と 同様 に3郭 をほぼ垂

直 に削 り込 んで造 り出 された方形 の平坦 面であ り、や は りSB8建 造 のため の造築 であ る と考

え られ る。規模 は1×3間 の東西棟 であ り、棟 方向 はN-71°-Wを 示 す 。柱 間 は桁行1.3～2.8m、

梁 間1.3mを 測 る。桁 行 の 中央部 は2.6mと や や広 く、両 端 の柱 間は1.6mで あ り等 間隔 で狭 く

な ってい る。柱 穴 は直径40～80cmを 測 る不 整楕 円形 であ るが、 中央部 の柱穴 は70～80cmと 大 き

く、両端 の柱 穴 はやや小形 であ る。 深 さは10～30cmと 径 に比 べ浅 く、南 東 コーナ ーの柱 穴 は検

出 され なか った。両辺 及 び北 辺の柱穴 は壁 にほ とん ど接 してお り、SB7と 同様 にSX2全 面

に建物 が存 在す る。埋 土 もSB7と 同 じ く暗黄褐色 粘質土 であ り、炭化物 が若干 み られた。

SB9

SB9は3郭 の南端 部近 くに位置 し、1×1間 の規模 を もつ。柱 間 は1.5mと1.55m、3.Om

と3.35mで あ り、長軸 を桁 行 とすれ ば、梁 間の間隔 は桁行 のほぼ半分 であ る。 また、棟方 向 は

N-16°-Wを 示 す。柱穴 は直径30～40cmの 不 整 円形 で あ り、深 さ も20～30cmと そ ろ って い る。

埋土 は黄褐色 粘質土 であ り、東 辺の柱穴2個 は3郭 の東端部 にかか って いる。

SB10

SB1Oは 、SB9の 北 西 約2mに 位 置 す る。規模 は1×2間 の南 北棟 で あ り、棟 方 向 はN

-18°-Wを 示 し
、SB9と 同 方 向であ る。柱 間 は桁 行2.40～2.55m、 梁 間1.6mと2.05mで あ り、

桁行 はそ ろってい るが 、梁 間は南 辺が 開 いてい る。柱穴 は直径25～50cmを 測 る不整 円形及 び楕

円形 であ り、深 さは10～30cmで あ る。埋 土 は黄褐色 粘質土 で あ り、棟 方 向は3郭 の東辺 に平 行

し、SB9と と もに東 辺 を基準 として いる。

SBll

SBl1は 、3郭 中央 西寄 りに位置 す る2×3間 の南北棟 で あ る。棟方 向 はN-20°-Wを 測 り、

3郭 の他 の建 物跡SB9・10と ほ ぼ同方 向 を示す。柱 間 は桁行1.85～2.55m、 梁 間2.15～2.25m

を測 り、ほ とん どが2m強 とそろ ってい る。柱穴 は直径40～70cmの 円形及 び不整 円形で あ り、

並 び も整然 としてい るが、深 さは10～20cmと 浅 い。南側2間 分 の中間柱穴 は検 出され なか った

が、棟 の延 長上南 へ2mの 位置 に柱 穴 が検 出されてお り、SB11の 柱 穴 の確 証 はないが棟柱 の

柱穴で はないか と考 え られ る。埋 土 は黄褐色 粘質土 であ る。

SB11は1～3郭 の中で は最大 規模 であ り、3郭 か ら西へ の眺望 が最 もよ く利 く位 置 に存 在

す るこ とか らみれ ば、南 郭部 の中心 的 な建物 で あった と思 われる。



Flg．18SB8～10



4）6郭

SB12

SBl2は6郭 の南 半部 、西寄 りに位 置す る。規模 は2×5間 で あ り、棟 方 向 はN-3°-Eで

あ り、 ほぼ北 を示す 南北棟 で あ る。桁 行 の柱 間 は南側2間 が3.3～3.85mと 広 く、北 側3間 は

1.95～2.9mと 狭 いが、特 に中央 部 は南 北の2間 分 に比べ1.95m、2.lmと 狭 い。柱 穴 は直径20

～40cmと や や小形 の不 整 円形 で あ り
、深 さは20～30cmを 測 る。北辺 は柱 間1.45mの2間 であ り、

南 半部で は中間柱穴 が検 出 され ない。埋土 は暗褐 色粘 質土 であ る。SB12は 扇 城跡 で は最大 の

建物跡 であ り、6郭 の 中心 的建 物で あ った と考 え られ る。

SB13

SB13は 、SBl2の 北 東 部 に ほぼ重複 す る。1×3間 の南北棟 であ る。棟 方 向 はN-1°-W

とほ ぼ北 を示 し、SB12と 同 方 向であ る。柱 間 は桁行1.9～2.8m、 梁 間2.4～2.65mを 測 るが、

Fig．19SB11
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西辺 の柱 穴 は中央へ寄 って いる。 また、北辺 の梁間 を除 き中間柱穴 が み られ るが 、南辺 では柱

間が0.85m、1.5mと 西 辺側 が狭 くな ってい る。柱 穴 は直径30～50cmの 不 整 円形 で あ り、深 さ

は20～40cmを 測 る。埋 土 は暗褐色 粘質土 であ る。

SB14

SBl4は 、6郭 の北 端部 に位 置す る2×3間 の東 西棟 で あ る。棟 方向 はN-62°-Wを 測 り、

や は り6郭 の北 辺 にほぼ平 行 して いる。柱 間 は桁 行l.3～2.0m、 梁 間1.7～2.35mと 他 の建 物

跡 に比 べ狭 く、特 に桁行 はすべ て2m弱 と狭 くなって い る。 中央列 の柱 穴 は、 中央部 が2.8m

と広 く、両側 は1.2m、1.3mと 狭 く両辺 の柱 穴 の並 びか らはず れてい る。柱 穴 は直径30～50cm

不 整 円形 及 び楕 円形で あ るが 、南 東 コーナ ーの柱 穴 は直径90cmと 大 形で あ る。深 さは20～30cm

を測 るが 、大 形の柱穴 は60cmと 深 い。埋土 は暗茶褐色粘 質土で ある。

Fig．21SB13



3.柵 列

1）1郭

SAl

SA1は1郭 のや や屈 曲す る中央部 に位 置 し、1郭 を南 北 に隔てて いる。SAl自 体 はSB

2と 重 複 してお り、 そ の西 側 に はSB3が 存 在 す る。規模 は3間 であ り、N-70°-Eと 東 西方

向 を示 す。柱 間 はO.95～1.65mと 狭 く、特 に西側 で狭 くな ってい る。柱穴 は直径40～50cmの 不

整形 であ り、深 さは20～40cmを 測 る。埋土 は暗褐色粘 質土で ある。

SA2

SA2は1郭 の北半 部 に位 置す る逆L字 状 の柵 列 で あ り、SB4の 東 側 を囲 う。 方向 はN

-21°-WとSB4東 辺 にほ ぼ平 行で あ り
、南北 方向 が3間 、北辺 に1間 の規模 を もつ。柱 間 は

1.1～3.Omを 測 り、北辺 は1.1mと 狭 く、南北方 向の北側1間 は3mと 広 い。柱 穴 は直径20～40cm

の楕 円形 及 び不整形 で あ り、深 さは20～45cmを 測 る。SB4と の 間隔 は東辺0.5m、 北 辺3m

と東 辺側 が狭 い。南端 の柱穴 はSB2と 重 複 してい る。埋土 は暗褐 色粘 質土で ある。

Fig．22SB14



2）2郭

SA3

SA3は2郭 の南半部 、岩盤 上 に位 置 してお り、SB5の 北 辺 に平行す る東西方 向 の柵列 で

ある。方向 はN-66°-Eを 示 し、規模 は2間 で あ る。柱 間 は1.7mと2mを 測 り、SB5の 北 辺

とほぼ同 じ長 さ を もってい る。柱 穴 は直径25～30cmの 楕 円形で あ り、や や小 形で あ る。深 さ は

10～15cmと 浅 い。埋土 は暗褐色粘 質土で あ る。

3）6郭

SA4

SA4は6郭 の南 部 、SB12の 東 辺南 半 部 に位 置す る。方 向 はN-8°-Eを 示 し、SB12に

比べ5° ほ ど東 へ振 ってい る。規模 は4間 で あ り、全 長 は11.5mと 最 も長 い。柱 間 は2.55～3.45m

を測 り、柱 間の広 い柵 列 であ る。柱 穴 は直径30～50cmの 楕 円形で あ り、深 さは15～20cmと や や

浅いが、 よ くそ ろ ってい る。SA4の 位 置 は6郭 のほぼ 中心線 上で あ り、南部 を東西 に分 離 し

ている。埋土 は暗褐 色粘質土 であ る。

SA5

SA5は6郭 中央 部北 寄 りに位 置 して いる。方 向 はN-20°-Eを 示 し、SA6～8と ほぼ 同

方 向 に連 続 してい る。規模 は3間 で あ り、柱 間は1.5～2.35mを 測 る。柱 穴 は直径40cm前 後 を

測 る円形及 び楕 円形 であ り、深 さは20～30cmで あ るが 、西か ら2個 目の柱 穴 は8cmと 浅 い。埋

土 は暗褐色 粘質土 であ り、南端 の柱 穴 （Pl） か らは砥 石 （Fig.36-133） が 出土 して いる。

SA6

SA6はSA5の 東 側約1mに 位 置 し、や や北 に寄 って い る。方 向 はN-20°-Eを 示 し、S

A5と 同 方向 であ る。 規模 は3間 で あ り、柱 間 は1.75～2.2mを 測 る。柱 穴 は直径30～40cmを

測 る不整 円形 で あ り、深 さは30cm前 後 とそろ って いる。埋 土 は褐色 粘質土で あ る。

SA7

SA7はSA5とSA6の 間 か ら北 部 の下段 部 に延 びて いる。方 向 はN-16°-Eを 示 し、S

A5・6に 比べ やや北 寄 りの方 向で あ る。規模 は4間 で あ り、柱 間 は1.3～1.5mと ほ ぼ等 間隔

で あるが狭 い。柱 穴 は直径30～50cmの 不 整 円形 を呈 し、深 さは18～45cmで あ るが、南 半部 の柱

穴 は30～45cmと 深 い。埋 土 は暗茶褐色 粘質土 であ る。

SA8

SA8はSA7の 東 側O.5mに 位 置 し、北へ延 びる。方 向 はN-23°-Eを 示 し、SA7に 比 べ

やや東 へ振 って お り、SA5・6と ほぼ同方 向で あ る。規模 は4間 であ るが 、全長3.6mと 短

かい。柱 間は0.8～1.05mと 他 の柵 列 に比べ狭 く、半 間間隔 に近 い。 深 さは10～20cmと 浅 く、

埋 土 は暗茶褐色 粘質土 であ る。



Fig．23SA1～8
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4.土 坑

1）3郭

SKl

SK1は3郭 の南部 、SB9の 西 側2.5m、SB10の 南 側1.8mに 位 置 す る。規模 は2.O×0.7m

を 測 る方形 であ り、深 さは42cmで あ る。長軸 方 向 はN-13°-Eを 示 し、SB9・10と ほ ぼ 同方

向であ る。南 北 の両 壁 は東西 壁 に比 べ緩 やか に立 ち上 り、底 面 は平坦 であ る。埋土 は2層 に分

離 され、1層 黄褐色 粘質土 （岩盤小礫 を多 く含 む） が35cm前 後 、2層 茶褐色粘 質土 （炭化物 を

含 む） は18cm前 後 を測 り、ほぼ水平 の堆 積層 をなす。

SK2

SK2は3郭 の西部、SB11の 西 側1mに 位 置す る。規模 は1.38×1.16mの 楕 円形 であ り、

深 さは48cmを 測 る。長軸 方 向 はN-12°-Wを 示 し、底 面 は小 さい。南 側 に は深 さ38cmの 小 段部

が み られ る。壁 は緩 やかで あ り、 ス リ鉢状 を呈す る。埋 土 は黄褐色粘 質土で あ り、岩 盤小礫 を

含 む。

Fig．25SK7～10



SK3

SK3は6郭 の南部 、土塁 東側 に位 置 し、SB12と 重 複 してい る。 規模 は1.5×1.28mの 楕

円形で あ り、深 さは28cmを 測 る。長軸方 向はN-81°-Wを 示 し、底面 は小 さ く、西 に寄 ってい る。

東壁 は底面 か らきわめて緩やか に立 ち上 り、ほ とん ど平坦 に近 い。埋 土 は暗褐色粘 質土 であ る。

SK4

SK4は6郭 の南半部 、SK3の 北 東3mに 位 置 し、 やは りSB12の 範 囲中 に含 まれ る。 規

模 は1.23×1.2mの 円 形で あ り、深 さは16cmと 浅 い。長軸 方向 はN-72°-Wを 示 し、底面 は平 坦

であ る。西壁 は緩 やか であ るが、東壁 は垂直 に立ち上が る。埋土 は暗褐色 粘質土 であ る。

SK5

SK5はSK4の 東 側1.60mに 位 置 し、SA4北 端 の柱 穴 が 重複 してい る。規模 は1.54×

1.14mの 楕 円形 で あ り、深 さは14cmと や は り浅 い。長 軸方 向 はN-3°-Wと ほ ぼ北 を示 し底面

は平 坦で あ る。壁 はやや緩 やかで あ るが、南 辺及 び東 辺の一部 は垂 直に立 ち上 が る。埋 土 は暗

褐色粘 質土で ある。

SK6

SK6は6郭 の 中央 部、SK12の 北1.5m土 塁 寄 りに位 置す る。規 模 は1.58×1.5mの 不 整 円

形 で あ り、深 さは20cmを 測 る。長軸 方 向N-55°-Wを 示 し、底面 は平 坦で あ る。壁 はや や緩 や

かに立 ち上 り、埋土 は暗褐色粘 質土で あ る。

SK7

SK7はSK6の 東1.4mに 位 置 し、規模 は1.66×1.2mの 不 整 形 である。深 さは9cmと き わ

めて浅 く、長軸方 向 はN-4°-Eを 示 す。底 面 は平坦 であ り、北辺 と西辺 の壁 は垂直 に立 ち上 る。

埋土 は暗褐 色粘質土 であ る。

SK8

SK8はSK6の 北1.6mに 位 置 し、規模 は1.4×1.14mの 楕 円形で ある。深 さは8cmと き わ

めて浅 く、皿状 を呈 す る。底面 は平 坦 であ り、長軸 方 向 はN-63°-Wを 示 す。埋 土 は暗褐色 粘

質土 であ る。

SK9

SK9はSK8の 北 東1.1mに 位 置 し、SK6～8と 類 似 した配 置 を示 す。 規模 は1.38×

1.22mの 不 整形で あ り、深 さは6cmと や は り浅 く、皿状 を呈す る。長軸方向 はN-14°-Eを 示 し、

底面 も不 整形で あ り、北壁 は きわめて緩 やか に広が る。埋土 は暗褐 色粘質土 であ る。

SK10

SKlOはSK8の 北2.2mに 位 置 し、西辺 は土塁裾 部 にかか ってい る。規模 は1.5×1.39mの

不 整方形 で あ り、深 さは10cmと 浅 く、皿状 を呈 す る。長 軸方 向 はN-22°-Eを 示 し、底 面 は平

坦 であ る。壁 は緩 やか に立 ち上 が るが、西壁 は特 に緩 やかで ある。埋 土 は黄褐色 粘質土 であ る。



Fig．26SX1・2平 面 図



5.段 状 ・通 路 遺 構

1）2郭

SX1（ 段状遺構）

SX1は2郭 の北西部 に位置 し、3郭SX2及 び3郭 小段部に接 している。規模 は、東辺の

削 り込みが6.5m、 北辺の削 り込みが4.3m、 南部では2.6mを 測る台形状であ り、西辺は斜面

となる。北辺はSX2の 平坦面か ら約1mの 比高差をもち、東辺 は3郭 小段部から約20cmの 比

高差である。調査前はすべ て盛土 により整地 されており、3郭 及び3郭 小段部 となっていた。

盛土は層序で述べたとお り12層であり、焼土の存在及び8層 以下の土層により2分 される。S

X1に は掘立柱建物跡SB7が 存在するが、北辺及び東辺の柱穴 は壁際に位置 してお り、3郭

面 と同レベルの上屋が想定される。また、西辺は斜面部に張 り出していることか ら、盛土によ

り平坦面 を造 り出 していたと考 えられる。出土遺物には図示 したもので青磁5点 、白磁2点 、

備前1点 、その他青磁片が19点 みられ、その大半は2～4層 か らの出土である。

Fig．27SX1・2断 面 図



2）3郭

SX2（ 段状遺構）

SX2は3郭 の南西端部を削 り込んでお り、西辺 は斜面、南辺はSX1へ と落ち込んでいる。

規模は東辺が9.3m、 北辺2.4m、 南辺の一部1.6mが 削 られてお り、3郭 面か らの比高差 は約

1.2mを 測 る。SX1同 様3郭 面 まですべて盛土により整地されてお り、盛土の土層 は8層 に

分層され、7層 の炭化物面がSX2の 機能した面 とみ られる。掘立柱建物跡SB8が 位置する

が、やは り東壁際に柱穴が存在 しており、3郭 面からみればSB7と 同じく上部へ は突出しな

い建物であったと考えられる。図示 した出土遺物 には、土師質土器1点 、青磁9点 、白磁2点 、

備前3点 、その他青磁片19点 と備前の胴部片がみ られ、やはり4層 を中心 として出土 している。

SX3（ 通路遺構）

SX3は 堀切1の 底面から西斜面へ延びる通路遺構であ り、斜面傾斜が緩斜面 に変化する部

分に造 られている。全長は約27m、 幅約O.5mを 測る。堀切1の 底面では標高48.3mで あるが、

除々に高度 を下げ、南端部では標高46.5mと 約1.8mの 比高差がみられ る。中央部 より南端部

にかけては通路西端から斜面部がやや溝状 に深 くな り、南端部ではさらに下方へ と落ち込むが、

通路 自体 は自然消滅す る。通路部分は一部岩盤 を削 り込んで造 り出 してお り、他の部分 は黄褐

色地山土 を堅 く締めている。SX3か ら下方の緩斜面部には遺構 は存在せず、表土下の黄色地

山土が若干堆積 しているのみであった。図示 した出土遺物は、土師質土器2点 、青磁8点 、白

磁1点 、備前7点 であ り、他に青磁片17点 が出土 している。

6.溝 跡

SDl

SD1は1郭 の東斜面の下方、標高46m前 後 に位置する。SD1の 南側に小尾根 に続 く緩斜

面が存在 してお り、SD1は これを掘 り切る横堀の北端部 と考 えられ調査区外へと延びている。

1郭 側の斜面 は約1mほ どの垂直に近い壁であ り、幅 は上端部2.8m、 底部1.9mを 測 る。深さ

は南壁のセクションでみれば約40cmと 浅いが、水平に延 びるとすれば、最深部 はlm前 後を測

ると考えられる。埋土は表土下の黄褐色粘質土であ り、岩盤礫等の混在 はな く、一括埋土であ

り、遺物の出土 はなかった。

7.堀 切

堀 切1

堀 切1は3郭 と4郭 の間 に堀 られた扇城 跡最大 の堀 切 であ る。底 部の標 高 は48.3mを 測 り、

比 高差 は3郭 か ら7.7m、4郭 か らは2.14mで あ る。3郭 と4郭 の 間 は約14.3m、 断 面 台形 を

なす底 部 の幅 は約2.2mで あ り、3郭 側 が きわめ て急 斜面 となる。東斜 面部 は標 高43mラ イ ン

まで堀 り込 みが み られ、底部 は4郭 側が急斜 面 をなすV字 状 に近 い形状 とな る。西斜 面側 は山

道 が通 ってお り崩 され てい るが 、標 高46.2m付 近 が堀 切端部 と考 え られ る。底 部 の埋 土 は厚 さ

35cmと 浅 く、斜面 か らの崩 壊土 であ るが 、東斜面 部 は厚 くな り、1.25mを 測 る。上層 はやは り



崩壊 土で ある黄褐 色混礫土 が75cm、 下 層 には暗褐 色粘質土 の堆積が50cmみ ら れる。

堀切2

堀 切2は4郭 と5郭 間 の堀 切 であ る。4郭 と5郭 の 間は約5.4m、 底 部 の幅 は約3.2mを 測 り、

底 部 との比高 は4郭 側1.23m、5郭 側 は1.48mと 浅 い。東西斜 面 ともに幅3.5mで 堀 り切 られ

てお り、断 面 は台形 を呈す る。東斜 面 は標 高約42m、 西 斜面 は標高45mま で 確 認 されてい る。

東 西斜 面部 の底面斜 傾 は60°前 後 を測 り、堀切1の 東斜 面部 同様 きわめて急斜 面 とな ってい る。

埋土 は浅 く、底 部50cmを 測 る。や は り、上層 に は地 山崩壊土 が若干 み られ、下層 には黄褐 色粘

質土 がみ られ るが、遺物 の出土 はなか った。

堀切3a・b

堀 切3は5郭 と6郭 の間 に存 在す る鞍部 に位 置 し、最低部 の堀 切3aと6郭 斜 面下 の堀 切3

bの2条 か らな る。堀切3aは 谷部 か らの山道 に よ りか な り破壊 されてお り、わず かに東斜面

の堀 り込 みが残 されてい た。底 部 の標 高 は45.62mを 測 り、下端 は標 高44.4mま で 確認 された。

上端 の幅 は約2.8m、 底 部 幅 は約O.5mと 狭 い堀 切で あ る。埋土 はほ とん どな く、若干 の表土が

存在 す るのみで あ り、出土遺物 もみ られ なか った。

堀切3bは 、鞍部 か ら6郭 へ と続 く小尾根 の 中腹 に位 置 し、西斜面及 び南斜面へ と堀 り込 ま

れてい る。底 部の堀 り込 みはほ とん どな く、調査前 の状態 か ら幅3.5m、 深 さO.5mの 落 ち込 み

が み られ た。西斜面部 は南壁側 を強 く堀 り込 んで お り、北壁側 は緩 やか に自然地形 の斜 面 に開

く浅いV字 状 を呈 し、標高42.5mま で 延 びてい る。 幅 は4～5.5mで あ り、埋土 は若 干 の表土

のみであ る。南斜 面側 は、標高46m付 近 を通 る山道 にかか ってお り、下半 部 は埋 め られてい た。

東西壁 と もに1m前 後堀 り込 んで お り、断面形 はU字 状 を呈 す る。上端 部の幅 は3.2～4.35m、

底 部 は2.6～1.3mを 測 り、下 方 は標高44mま で 延 び、狭 くなってい る。埋 土 は山道部分 を除 き、

若干 の表 土の みであ る。

堀切4

堀 切4は6郭 と北へ 延 び る8郭 の 間 に位 置す る堀切 で あ る。 調査 前 の状況 におい て も幅約

3m、 深 さ約O.5mの 落 ち込みが存在 してお り、東 西斜面側へ も浅 く続 いていた。調査 の結果 、

南壁 （6郭 側） は強 く削 り込 んで いるが、北壁 （8郭 側） は緩 やか に 自然 地形へ と開 いてい た。

底 部 の幅 は約1.5mを 測 り、東斜 面 で は標 高44m、 西 斜 面で は標 高45mま で 確認 され た。 埋土

は表 土のみで あ り、出土遺物 はみ られなか った。

堀切5

堀 切5は6郭 と7郭 の 間に位 置す る。西壁 （6郭 斜 面側） は強 く削 り込 まれてい るが、東壁

（7郭 側） は中央部 に土橋状 の小平坦 面 を残 し、南 北斜 面側 へ と掘 り込 まれてい る。北斜 面 で

は上 端幅約3m、 底部2.5mを 測 り、標 高45mま で 延 びる。南斜 面の上端 幅は3.3～2.3mを 測 り、

標 高44mま で 延 びてお り、 下方が やや狭 くな る。 中央 の土橋 部 は標高47m、 幅 約1.2mを 測 り、

堀切 底部 か らの比高 は25～50cmで あ る。土橋 部の形状 は不整形 であ り、北斜面側 に緩 やか に下

る。7郭 側 には直径30～40cm、 深 さ20～30cmを 測 る楕 円形 の柱 穴が5個 検 出 されて いる。出土

遺物 には瀬戸 （Fig.31-67・68） と刀子 （Fig.35-118） が み られ る。



Ⅴ 出 土 遺 物

扇城跡における出土遺物 には、土師質土器、瓦質土器、輸入陶磁器 として青磁、白磁、染付、

国産陶器では備前、瀬戸、東播系がみ られる。他に土製品としては、土錘、羽口、金属製品に

は刀子、火箸、鉄釘、呼子、飾金具、渡来銭、石製品では砥石、礎石が出土 している。

土師質土器は、377点 と量的には最 も多いが大半は細片であ り、磨耗 している。瓦質土器 は

2点 と少量であ り、やは り摩耗が激 しい。輸入陶磁器では、青磁が264点 と圧倒的な量 を占め

てお り、白磁は13点 、染付 は9点 と非常に少量である。国産陶器 には、やは り備前が304点 と

多 く、大甕片が大半 を占めている。瀬戸には梅瓶、おろし皿の2種 がみ られるが、4点 と数少

ない。また、瀬戸 ・美濃系の天 目茶碗片1点 、東播系捏鉢1点 、須恵質土器1点 も出土 してい

る。

出土地点 としては、2・3・6郭 が中心であ り、特 に2郭 中央部、6郭 の南西部の盛土中に

多 く出土 している。またSX1・2の 盛土中及び3郭 の西斜面か らの出土 もやや多 くみ られた。

以下に図示 した遺物を中心 に述べる。

1． 土 師 質 土 器

土師質土器は細片が多 く、図示 した ものは小皿2点 、杯4点 、鍋3点 、捏鉢1点 である。1

・2は 小皿であ り、底部は回転糸切 りであるが、2は 板 目の圧痕を残す。3～6は 杯であ り、

3・4は 底部回転糸切 り、内面にロクロ目を残す。5・6は 摩耗が激 しく、調整は不明である。

98は 釜、101・102は 鍋であ り、98は 直立する口縁部から球形 に近い胴部をもつ とみられる。頸

部に若干の突帯が存在する。101・102は 強 く張 る胴部 をもち、口縁下に鍔を有す る。102で は

口縁 を拡幅 し、突帯状をなす。胴部には左下 りの斜行 タタキ目がみ られる。100は 捏鉢の口縁

部あ り、やや上方に拡幅 し、端面は丸味を帯る。

2． 青 磁

7～18は 皿、19～51は 碗、52は 盤、53は 壼である。皿は、口縁内湾 タイプ （7・8） 、口縁

外湾タイプ （9～13）、稜花皿 （14～18）の3タ イプが存在する。7は 口縁下外面 に若干の稜

をもち、内外面 ともにきわめて浅い沈線がみられる。8の 口縁部は若干外反する。9～11は 口

縁部のみであ り、小 さく外反する。12・13は 外面に蓮弁文を もち、口縁は強 く外反 し水平 とな

る。12は 半個体に近 く、外面体部にきわめて浅い線描蓮弁文がみ られる。内面見込みは輪状釉

剥 ぎであり、露胎部表面はきわめて平滑である。外底面は畳付 まで施釉され、高台内は露胎で

ある。13の 外面には浅い片切彫の蓮弁文がみられ、釉調は貫入 もな く良好である。14～16は 稜

花皿の口縁部であ り、内面に劃花文が施 され口縁 は輪花 をなす。17・18は 底部であ り、高台



外面まで施釉 、高台内は露胎である。畳付 は外半部を削 り、一部に釉がかかる。14は 焼けてお

り、釉 は淡黄色 となっている。19～37は 無文の碗である。19を 除き内湾気味の体部か ら口縁 は

小さく外反 し、やや肥厚する。38は 外面無文であるが、内面に非常 に浅 く、不明瞭 な線描蓮弁

文がみられる。39・40は 蓮弁文の碗である。39は 浅い線描蓮弁文であるが、剣頭は丸 く連続 し

て描 く。40は 非常 に浅い片切彫 りによる幅広の蓮弁文である。41～44は 口縁部が小 さく外反 し、

外面に浅い線描及び片切彫 りによる草花状の文様が施される。45は 雷文帯 をもつ碗であるが、

かなり崩れてお り、内面 には草花状 の文様がみられる。46～51は 底部であ り、50は 皿、その他

は碗である。46は 高台外面まで施釉 、高台内面は露胎であ り、畳付 は外半部を削 る。47は 高台

外面まで施釉 され、畳付から高台内部は露胎であるが一部 には内面にも釉がかか る。48は 高台

内まで施釉 され、外底面は輪状釉 剥 ぎである。釉 は厚 く貫入がみられるが良好である。49は 高

台外面 まで施釉 、畳付から高台内は露胎である。50は 全面施釉 の後、外底面 を輪状釉 剥 ぎであ

り、見込みには浅い印花文がみられる。51も 全面施釉 に外底面輪状釉 剥 ぎであ り、見込みは不

明瞭な印花文である。52は 盤口縁部であ り、口縁は上方に拡幅す る。体部内面には浅い丸彫 り

の菊花文が施される。53は 壺の底部 と考 えられ、内面は無釉 、外面 は全面施釉 に畳付 のみ釉剥

ぎである。

3.白 磁

54～59は 皿、60・61は 碗である。54～57は 口縁部内湾 タイプであ り、体部外面上半まで施釉

される。58は 約半個体の皿であ り、口縁部はやは り内湾する。施釉 は体部の下端から底部が露

胎である。高台は割高台であり、畳付には釉の付着がみられ、高台脇を削 る。59は 底部であ り、

体部上半か ら一部高台脇 まで施釉 され、高台脇 と畳付外半部を削 る。60は 内湾気味の体部か ら

口縁は外反 し、外面下端近 くまで施釉 される。外面には浅い指頭痕状の文様がみられる。61は

玉縁口縁 をもつ碗であ り、外面下半は露胎である。58の 皿は1郭F20のP1か ら出土 している。

4.染 付

63・64は 外反する皿の口縁、66は 内湾する口縁である。63の 内面は熱 により劣化 してお り、

文様 は不明であるが、外面には唐草文 とみ られる文様が施される。64は 口縁内面 に1条 の界線、

外面は唐草文がみられる。66は 口縁の内外面 に1条 の界線を巡らせるが、外面の文様は小片の

ため不明である。

5.瀬 戸 ・美 濃 系

67は 瀬戸の梅瓶口縁部であ り、灰釉 がかかるが剥落 している。68も 灰釉 の底部であ り、67と

同地点から出土 しているので梅瓶の底部 と考えられる。また、図示できなか ったが肩部とみら

れる破片 も1点 出土してお り、浅い沈線が1条 巡 っている。69は おろ し皿であ り、底部は回転

糸切 り、口縁部はナデによ り凹む面 をなす。また、図示 しえなかったが天 目茶碗片が1点 出土



してい る。

6． 備 前

70～79は 擂 鉢 であ る。72は7条 の擂 目をもち、 口縁 部 は拡 幅せず面 をなす もので あ る。70は

口縁部が斜 上方 に拡張す るが、 口縁 下 の突 出 はわず かで あ り、4条 の擂 目が確 認 され る。7１ ・

73は 口縁部 が上方 に拡幅 し、 口縁下 の突 出 はや や強 い。71は 口縁下 の突 出が 強 く、8条 の擂 目

がみ られる。74は 口縁部 が上方 に大 き く拡 張 し、端部 は丸 くお さめ る。 口縁 下の突 出 は大 き く、

7条 の擂 目が み られ る。76も 口縁部 が上方 に拡張 し、端部 は丸 くお さめ る。 口縁下 の突 出は垂

下 し、2条 の擂 目が確認 され る。 内面 にはロ クロ 目がみ られ る。75は さ らに口縁部 を上方 に拡

張 し、外面 には2条 の浅 い凹線が 巡 る。端部 は外方 が稜 をな し、 内方 へ丸 くお さめ る。73・74

の 体 部 は明淡赤色 、そ の他 は暗赤褐色 か ら黒赤褐色 の発色 であ る。77～79は 底 部で あ り、77は

7条 、78は9条 、79は や や太 い8条 の擂 目がみ られ る。77・79は 明淡 赤色 に発 色す る。80～84

は 壺 とみ られ、80は3条 の櫛 描波状 文 と5条 の櫛描 文 を もつ肩 部で あ る。81・83は 直 立す る口

縁 部で あ り、端部 は外面 に肥厚す る。82は 小 さ く外 反 し玉縁状 をなす。84は 肩 部で あ り、ヘ ラ

描 沈線 に よる波状 文が み られ る。85～94は 大 甕で あ る。88・89は 底 部 、85～87・90～93は 口縁

部 であ り、玉縁 をなす。94は 玉縁 口縁で あ り、 口縁部 と肩部 ・胴部 は直接接合 しないが、胎土 、

色 調等か らみれ ば同一個体 と考 え られ る。93・94の 玉 縁 は丸 くお さめてお り、他 は偏 平 に垂下

した玉縁 口縁 であ る。96は 小物 の底部 であ り、回転 糸切 りであ る。

7． 東播 系 ・瓦 質 土 器 そ の 他

95は 東播 系 の捏鉢 で あ り、 口縁部 は内湾気 味 に拡 張 し、 口縁 下外面 は突 出す る。端 面 はやや

張 り出 し、暗青灰色 を呈す る。97・99は 瓦 質土器 であ る。97は 小 さ く外 反す る鍋 の口縁 で あ り、

99は 口縁端 部 を備 前擂 鉢状 に拡張 す る ものであ る。 なお、62・65は 伊 万里 の紅 皿 と染付 碗で あ

り、3郭 と西斜 面か らの出土で ある。

8． 土 製 品

103は ふ い ごの羽 口であ り、一部 は破損 す るが他 の一端 は原形 を保 ってい る。104～117は 土

錘 で あ り、すべ て紡 錘形 であ る。重 量 は、平 均3.6gを 測 るが破損 してい る こ とを考 えれ ば4

～5gで あ ろ う。

9． 金 属 製 品

118は 、 堀切5か ら出土 した刀 子で あ り、3個 に折 れ刃 部の みであ る。119は 火 箸 と考 え られ、

3郭 よ り出土 してい る。120～128は 鉄 釘 であ る。 断面 四角形 の角釘 であ り、頭 はL字 状 に折 ら

れて い る。125・127は3郭 の柱 穴 か ら出土 してい る。129は 青 銅 製の 呼子 であ る。 本体 は楕 円

形 を呈 し、吹 口は下 面が平 坦 な半楕 円形 であ る。上面 には切 込みが存在 し、 内部 に小 突起が み



られ る。基 部 は1.8cmの 棒 状 の柄 部 とな り、端部 は直径2mmの 横 方 向 の鐶 とな って い る。本 体

には1条 、柄部 には3条 の突帯 が装飾 と して付 い てお り、上下 を接 合 し成 形 してい る。2郭F

12の ベ ル ト2層 中 よ り出土 してい る。130は 青 銅 製の飾 金具 であ り、や や楕 円形 の 凸形 に鶴 の

透彫 として いる。渡来銭 は16枚 出土 してい る。銭 種 は開元通寶 か ら洪武通 寶の11種 であ るが、

皇宋通寶 が3枚 、祥符元 寶 と煕寧 元寶 は2枚 、他 は各1枚 で あ り、不 明の破 片が1枚 で あ る。

遺構 か らは、皇 宋通寶 （144） と洪武 通寶 （150）が6郭 の柱 穴 か ら出土 してい る。 また、2・

3郭 の表土 中か ら寛永通 寶が2枚 出土 してい る。

10.石 製 品

当城跡 出土 の石 製品 は、131～133の3点 の砥石 のみ と数 少 なか った。131・133は 方 形の砥石

で あ り、131は4面 、133は3面 が砥面 と して よ く使用 されてい る。132は 熱 に よ り赤化 し割 れ

てお り、砥 面 は1面 の みであ る。133は6郭 のSA5・P1か ら出土 してお り、131は2郭SX

1、132は1郭 か らの出土 であ る。 また、134・135は 礎 石 とみ られ る礫 で あ り、2個 ともに上

面 に平担 面 を もち、熱 に よ り赤化 して いる。2郭 の西辺近 くか らの出土で あるが、岩 盤上か ら

やや浮い た状 態で検 出されてお り、2次 的 に移 動 して いる と考 え られ る。



Ⅵま とめ

高知県においては、近年中世城跡の調査が増加 してお り、調査の結果新 しい事実が判明して

いる。今回行われた扇城跡の発掘調査 においても、調査対象地全域の調査 を実施することによ

り、城跡の構造を解明するとともに、扇城跡を中心とする歴史的背景 をもとに土佐 における戦

国時代の一端 を明 らかとする資料を蓄積することがで きたと考 える。以下に遺構、遺物をまと

め、若干の考察を試みてみたい。

1.遺 構

扇城跡の曲輪 については、先に述べたように1～3・6・7郭 の5ヶ 所が確認 された。各曲

輪は南北方向の尾根上に連続 しており、堀切3の 位置する鞍部 により南部 （A区）の1～3郭

と北部 （B区）の6・7郭 に分かれる。1～3郭 は連続する一連の曲輪であ り、1郭 南端の比高

差約5mの 急斜面と3郭 北面の堀切1に より隔されている。1～3郭 の北 に存在する4郭 は、

植林 により削平 されているが、堀切1と 堀切2に より隔されていることからみれば曲輪 として

機能 していたものと考えられる。堀切2と 鞍部の間には自然地形の頂部である5郭 が存在する。

5郭 は1～3郭 及び6郭 を見通すには絶好の位置であ り、曲輪 としての築造は行われていない

が見張 り所等の一定の機能 を有 していた可能性が強い。6郭 は南 を堀切3、 北面は北へ延びる

尾根 （自然地形である8郭 ） を堀切4、 東は堀切5に より7郭 から隔てられた単独の曲輪であ

る。7郭 は東のナリカ ド城跡 に続 く曲輪であ り、堀切5に は土橋が存在 していることか ら、7

郭は6郭 に付属する曲輪 と考えられる。

各曲輪の斜面は急傾斜であるが、1郭 の南斜面、1～3郭 の東斜面、6郭 の周囲の斜面は特

に傾斜が強 く、堀切 による斜面 とともに曲輪の防禦 を強化するために築造 された斜面と思われ

る。曲輪の規模 は6郭 が810㎡ と最大であ り、以下3郭363㎡ 、7郭187㎡ 、1郭185㎡ 、2郭144㎡

と、やはり6郭 と3郭 が中心である。4郭 は280㎡ であ り大 きいが、削平 を考えれば当初の面

積は2郭 と同程度であったと考 えられる。

検出された遺構は、掘立柱建物跡14棟 、柵列8列 、

土坑10基 、溝跡1条 、段状遺構2基 、通路状遺構1

条である。各曲輪の遺構検出状況は左表のとお りで

あるが、中心となる3・6郭 以外では1・2郭 に掘

立柱建物が多 く、柵列 も3列 が存在 している。柱穴

数 も3・6郭 は100個 弱 と多 く、1・2郭 は40個 前

後である。土坑は6郭 に集中してお り、他 は3郭 に

2基 検出されているのみである。特徴的な遺構 とし

ては、2・3郭 の西辺 に段状遺構SX1・2が 確認

された。SX1・2に は掘立柱建物跡SB7・8が



存在 しており、特異な形態をもつ もの と思われる。また、堀切1の 底部から3郭 の西斜面にか

けて延びる通路状遺構は、山裾部から城跡へ と至るルー トを想定する資料 として注 目される。

各遺構の配置の中では、6郭 のSB12が2×5間 と最大であ り、次いで3郭 のSB11が2×3

間と柱穴の配置 もしっか りしており、中心 となる建物 と考えられる。他の掘立柱建物跡は1×1

間～2×3間 と小規模であ り、柱穴の規模、配置 も不明瞭なことからみて、その性格 としては

倉庫等ではないかと思われる。SB7・8は 段状遺構SXl・2に 位置 してお り、段状の高 さ

約1.5～1.8mか らすれば、その上屋は2・3郭 面とほぼ同レベルかやや上に出る程度であ り、

段状の平場に隠すように建てられていた ものであろう。建物跡 としては掘立柱建物跡以外にも

礎石が2個 出土 してお り、2次 的に移動 しているものの礎石建物が存在 していた と考えられる。

さらに礎石が焼けていることと、SX1・2の 埋土下層に焼土、炭化物層が検出されているこ

とからみれば、掘立柱建物が存在する時期 とその後 に礎石建物が存在 した2時 期が考えられる。

礎石建物の時期が、一条兼定が長宗我部氏 と対峙 し、栗本城に陣を張った天正3年 （1575）と

すれば、その戦火 を受けた痕跡 を示 しているのではないだろうか。柵列は6郭 に集中している

が、その配置は南部 にSA4が1列 、北部には連続的にSA5～8の4列 が位置 している。い

ずれも中央部に並んでお り、南北に長い6郭 を東西 に2分 しているようである。土坑 もやはり

6郭 にSK3～10の8基 が集中しており、中央部から南部にかけて散在 している。形態 は円形

から楕円形をなし、深 さは浅 く性格は不明であるが、場合によっては植林等における木根痕の

可能性 も否定できない。6郭 の南西部は盛土 によ り築造 されているが、盛土中か らは備前大

甕、羽口等の出土遺物

がみられ、SA4に よ

り区画された作業場等

の機能が考えられる。

以上のような曲輪の

構造、遺構の配置か ら

みれば、3郭 を中心 と

する南部の曲輪 と6郭

を中心 とする北部の曲

輪からなる連郭式の構

造をもつことが確認さ

れた。さらに南の尾根

上に位置する栗本城跡

及び7郭 の東に続 くナ

リカ ド城跡 との関係か

らは、同丘陵の尾根上

に連なる一連の連立式

の城跡 とみることがでTab．3掘 立柱建物跡計測表



きるであろう。

さて、県内の中世城跡の調査結果か らみれ

ば、礎石建物跡は発見 されず掘立柱建物跡の

みの城跡 としては栗本城跡 （中村市）（註1）、芳原

城跡（註2）、吉良城跡 （春野町）（註3）、和田城跡 （梼原

町）（註4）が存在するが、他 に一部の調査であり確

定はしないが塩塚城跡、中村城跡 （中村市）

の中で今城部分に掘立柱建物跡がみ られる。

また、礎石建物跡 （礎石のみも含む）を検出

した城跡 としては波川城跡 （伊野町）（註6）、久礼

城跡 （中土佐町）（註7）、岡豊城跡 （南国市）（註8）、中

村城跡（註9）の存在が知 られている。岡豊城跡は長

宗我部氏の居城であ り、掘立柱建物跡 ととも

に瓦葺 きの礎石建物群が検出されている。中

村城跡において もやは り詰に瓦葺 き礎石建物

跡の存在が指摘されてお り、長宗我部氏の幡

多進出に伴い構築 された ものと考 えられる。

また、16世 紀後半に廃城となった波川城跡、

久礼城跡では瓦類の出土はみられないが、礎

石建物跡の存在は明確であ り、中村城跡、岡

豊城跡からみて も16世紀後半には長宗我部氏

が関連す る城跡では礎石建物の存在が一般化

していたものと思われる。掘立柱建物跡だけ

の城跡では、出土遺物からみれば15世 紀末か

ら16世紀前半を中心 とする時期が考えられ、

当然ながら掘立柱建物か ら礎石建物への変化

を知ることがで きる。16世 紀前半までの在地

有力国人層及びそこから発展 した土佐の七守

護 と称せ られる本山、山田、安芸、吉良、大

平、津野、長宗我部氏等の掘立柱建物 と土塁、

掘切による中世的築城か ら、16世 紀後半の長

宗我部氏 による土佐一国の制定、さらには四

国の制覇の過程における礎石建物の出現、こ

れに加えて瓦葺 き建物の存在が岡豊城跡、中

村城跡、浦戸城跡（註10）で確認されてお り、 より近

世城郭成立に向けての変遷を知 ることができ
Fｉg．28扇 城 跡縄張 図



よう。また、岡豊城跡における土塁内側の石積み、そして中村城跡における基壇状地形両側の

石垣、浦戸城跡の石垣 と天守台の存在は、城内における恒常的な建物の構造 と相 まって、 より

強固な築城 を目指 した技術の導入が図られたもの と考えられる。

扇城跡における掘立状建物跡及び柱穴は、栗本城跡における状況に類似 してお り、出土遺物

からみて も15世紀～16世紀前半の時期 を中心 とすると考えられ、一連の連立式の城跡であるこ

とが確認される。 しかしながら、焼けた礎石及 び染付の出土からみれば16世 紀後半 にも機能 し

た可能性があ り、一条兼定が長宗我部勢 と四万十川を挾んで対峙 し、合戦に及んだ時に栗本城

に陣を張ったとすれば、尾根続 きである扇城跡への布陣も十分に考えられる。

2.遺 物

扇城跡で出土 した遺物には、土師質土器、瓦質土器、青磁、白磁、染付、備前、瀬戸、東播

系の土器、土錘、羽口の土製品、刀子、火箸、鉄釘、呼子、飾金具、渡来銭の金属製品、石製

品では砥石、礎石等がみられる。以下に各遺物 ごとにまとめてみたい。

土師質土器は377点 が出土 しているが、ほとんどが細片である。小皿、杯の破片が大半であり、

釜、鍋、捏鉢が若干存在す る。小皿、杯 は、磨耗が激 しいが、その大半は底部回転糸切 りと考

えられ、ロクロ成形されたものである。内面には一部ロクロ目も残されている。胎土 は精選 さ

れてお り、黄橙色 を呈する。中村城跡、栗本城跡 において出土 した土師質土器 も同様であり、

岡豊城跡等県中央部の土師質土器 との違いがみられ、幡多地域で独自の土師質土器生産が行わ

れていた とも考 えられる。鍋 は口縁下に小さな鍔 を有 し、体部には斜行する叩 目をもつ もので

ある。田村遺跡群（註11）、芳原城跡等でまとまった量が出土 してお り、県下一円にみ られる。時期的

には15世紀後半～16世 紀前半の鍋の主流を占めるものであり、扇城跡の機能 した主たる時期 と

して取えられる。釜は口縁部1点 のみであ

るが、球形の体部 をもち最大径に鍔を有す

るものとみられ、16世 紀前半の遺物 と考え

られる。瓦質土器は少なく鍋 と捏鉢の2点

のみであ り、煮沸調理形態は土師質土器が

中心 となっている。

輸入陶磁器は286点 あ り、青磁264点 、白

磁13点 、染付9点 と青磁が圧倒的多数を占

めている。青磁は皿が46点 、碗214点 、盤

3点 、壺1点 であ り、碗が約80％ を占めて

いる。皿は口縁内湾の ものが若干あるが、

大半は口縁が外反するタイプであ り、体部

外面に蓮弁文を施すもの もみられる。稜花

皿は皿の約20％ を占めている。碗の大半 は

内外面 とも無文であ り、口縁部 はやや肥厚Fig．29遺 物 種別 出土量図



し、小 さく外反する。文様をもつ ものとしては、線描 きまたは非常 に浅い片切彫 りによる蓮弁

文、草花文、そして雷文帯が出土 している。底部には見込みに浅い印花文が施されるものがみ

られ、外面施釉で高台内露胎のもの と高台内面まで施釉後、輪状の釉剥 ぎが行 われたものが存

在する。盤は内面に丸彫 りの菊花文が施 され、灰オリーブ色の良好 な発色である。白磁 は13点

と少なく、その大半は内湾する皿であり、体部下半まで施釉されている。底部 は2点 のみであ

るが、内1点 はアーチ状に削る割高台であ り、見込みに重ね焼 きの跡がみられる。碗の内1点

は玉縁状 口縁であり、13～14世 紀 と他の白磁 に比 して古い。染付は9点 と少ないが、16世 紀後

半にも扇城跡が機能 していたことを示 しているものであろう。

国産陶器 としては、瀬戸 ・美濃系、備前、東播系が出土 しているが、瀬戸は梅瓶 とおろ し皿

であ り、梅瓶は14世紀 と古い。備前は擂鉢、大甕、壼であるが、擂鉢は1点 のみⅢ期であ り、

他 はⅣ期である。中でも擂 目が細 く、口縁部 も大 きく肥厚 したものがみ られ、やはり16世紀後

半代 と考えられる。大甕の口縁はすべて玉縁状であり、壺の口縁 も小 さく玉縁状 をなしている。

以上のように出土遺物か らみると、玉縁状 口縁の白磁碗、瀬戸の梅碗、備前擂鉢Ⅲ期の存在

からは13～14世 紀の一時期を考えることができ、遺物量 は少ないが、14世 紀には扇城跡の原形

が形造 られていたのではないだろうか。次に遺物の大半は15世 紀後半か ら16世紀前半に位置付

けられ、 この時期が扇城跡の機能 した中心的時期である。一条氏の幡多下向を受けて、領国制

への再編が行 われ、戦国時代へ突入する中で扇城跡 もその役割をはた したものであろう。さら

に量的には少 ないが染付の出土により16世紀後半にも機能 していた時期がみられ、前述のよう

に一条氏 と長宗我部氏の合戦のお りに栗本城跡同様に陣として使用 されたと考 えられる。

また、羽 口の存在、3郭 のSX1・2埋 土中の炭化物、焼土層からすれば、扇城跡において

も一定の生産活動が行われていたもの と考えられ、多数の柱穴の存在か らみても戦時における

砦のようなものではな く、恒常的な活動の拠点として扇城跡が機能 していたのではないだろう

か。

今 回の調査では、開発対象範囲の中で曲輪 を中心に堀切、斜面部の発掘を行い、出土遺物は

やや少なかったが、城跡としての遺構 をほぼ確認することがで き、遺物の時期、組成から扇城

跡の機能 した時期について も一定の結果を得 ることができた。その反面、栗本城跡か らナリカ

Tab．4輸 入陶磁器出土表



ド城跡へ と続 く連立式の城跡であることを考えれば、その全体像 を知るには不十分である。ま

た、県内外における他の城跡の比較、検討 も十分 とはいえず、中世、戦国時代 という時代背景

を基に、扇城跡の歴史的位置付けを進めることを今後の課題 とするとともに、本報告が城跡研

究の資料 となれば幸いである。

註1． 木村剛朗他 『栗本城跡』中村市教育委員会1985

註2． 松田直則他 『芳原城跡現地説明会資料』春野町教育委員会1991

註3． 宅間一之他 『吉良城跡Ⅰ』春野町教育委員会1985

註4． 松田直則 『和田城跡』梼原町教育委員会1990

註5． 松田直則他 『中村城跡』中村市教育委員会1985

註6． 岡本健児 「波川城跡の発掘」『土佐史談』137号 土佐史談会1974

註7． 宅間一之他 『久礼城跡』中土佐町教育委員会1984年

註8． 森田尚宏 ・松田直則 ・岡本桂典 『岡豊城跡』高知県教育委員会1989

註9． 註5に 同じ

註10．1991年 に確認調査が行われ、瓦類とともに鯱片が出土 している。

註11． 松田直則他 『田村遺跡群』第10分 冊 高知県教育委員会1986



Tab．5出 土土器 法量表1



Tab．5出 土土器 法量表2



Tab．5出 土土器 法量表3



Tab．5出 土土器法量表4



Tab．5出 土 土器法量 表5



Tab．5出 土土器法量 表6



Tab．6出 土 金属製品 ・石 製品計測表



Tab．7出 土渡来銭計測表
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扇城跡航空写真全景



扇城跡航空写真A区 全景

扇城跡航空写真B区 全景



扇城跡遠景 （南より）

扇城跡近景 （北西より）



A区 近 景 （西 より）

A区 伐開状況



A区 調査前全景 （北より）

A区 堀切1（ 西より）



A区 試掘状況

A区2郭 試掘 トレンチ



A区1郭 南半部

A区2郭 調査状況



A区1・2郭 遺構検出状態

A区2・3郭 遺構検出状態



A区2郭 東西ベル ト西側セクション

A区2郭 東西ベル ト東側 セクション



A区1郭 完掘 （北より）

A区1～3郭 完掘 （北より）



A区3郭 遺構検出状態

A区3郭 東西ベル ト西端セクション



A区 完掘全景 （南より）

A区3郭SB9・10,SK1



A区3郭SB7・8,SX1・2

A区3郭SB7,SX1



A区3郭SB8,SX2

A区3郭SX1（10´ ラ イ ン ） セ ク シ ョ ン



A区3郭SK1

A区3郭 西斜面調査前 （北より）



A区3郭 西斜面調査前 （東より）

A区3郭 西斜面完掘



A区3郭 西斜面SX3

A区3郭 西斜面SX3セ ク ション



A区1郭 東斜面SD1

A区1郭 東斜面SD1セ ク ション



A区4郭 完掘

A区 完 掘 （6郭 より）



A区 堀切1東 半部調査前

A区 堀切1調 査前 （東より）



A区 堀 切1中 央ベル ト東面セクション

A区 堀切1西 部完掘



A区 堀切1中 央部完掘

A区 堀切1東 部完掘



A区 堀切2西 半部完掘 （下方より）

A区 堀切2西 半部完掘 （上方より）



A区1～3郭 遺物出土状態



B区 近景 （西よ り）

B区 調査前全景 （南より）



B区 伐開状況

B区 調査前全景 （南西より）



B区6郭 調査前 （北より）

B区7郭 調査前 （西 より）



B区6郭 遺構検出状態

B区6郭 完掘 （北より）



B区6郭 完掘 （南より）

B区6郭 北部 ピッ ト集中



B区6郭 南東部

B区6郭 南東部 南北ベル トセクション



B区6郭 南東部 羽口出土状況

B区7郭 伐開後調査前 （西より）



B区7郭 遺構検出状態

B区 堀切5完 掘 （西より）



B区 堀切3完 掘 （南 より）

B区 堀切3b完 掘 （北より）



B区 堀切4・8郭

B区 堀切4調 査前



B区 堀切4完 掘 （南 より）

B区 堀切4完 掘 （西より）



B区6郭 遺物出土状態



土師質土器 ・青磁1



青磁2



青磁3



青磁4



青磁5・ 白磁 ・伊 万里



染付 ・瀬戸 ・備前1・ 伊万里



備前2



備前3



備前4・ 東播系 ・土師質土器 ・瓦質土器



土 師質土器 ・羽 口 ・土錘 ・刀子 ・火箸 ・鉄釘



呼子 ・飾金具 ・砥石 ・渡来銭





付図　扇城跡全体図（ S＝1／350）



高知県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第3集

扇 城 跡
－宅地造成工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書－

1992．3

発 行（財） 高 知県文化財 団埋蔵文化財 セ ンター

高知 県南 国市篠 原南泉1437-1

TELO888-64-O671

印 刷 飛 鳥 出 版 室

高知 市針木東 町21-18

TEL0888-44-6O22


	扇城跡
	グラビア
	内表紙
	序
	例言
	報告書要約
	本文目次
	挿図目次
	表目次
	写真図版目次
	Ⅰ　調査に至る経緯と経過
	1．調査に至る経緯
	Fig.1　扇城跡位置図

	2．調査の経過
	Fig.2　扇城跡周辺地形図

	3．調査日誌抄
	写真1　A区伐開状況
	写真2　A区調査状況
	写真3　B区伐開状況


	Ⅱ　遺跡の位置と環境
	1．遺跡の位置
	2．歴史的環境
	Fig.3　周辺遺跡分布図
	Tab.1　周辺遺跡表


	Ⅲ　調査の概要
	1．城跡の概要
	Fig.4　調査対象地図
	Fig.5　扇城跡全体図
	Fig.6　扇城跡調査前地形測量図

	2．調査の方法
	Fig.7　A区（1〜3郭）グリッド・4郭試掘トレンチ設定図（S＝1／1000）

	3．調査の概要
	Fig.8　B区（6・7郭）グリッド設定図（S＝1／1000）

	4．層序
	Fig.9　1～3郭Fライン縦断セクション図
	Fig.10　1～3郭5・9・10′ ・13・19ライン横断セクション図
	Fig.11　3郭西斜面、6郭11・14ライン7郭Hライン、堀切1・2・4セクション図


	Ⅳ　遺構
	1．遺構の配置
	Fig.12　1～3郭遺構配置図
	Fig.13　6・7郭遺構配置図

	2．掘立柱建物跡
	Fig.14　SB1
	Fig.15　SB2～4
	Fig.16　SB5
	Fig.17　SB6・7
	Flg.18　SB8～10
	Fig.19　SB11
	Flg.20　SB12
	Fig.21　SB13

	3．柵列
	Fig.22　SB14
	Fig.23　SA1～8
	Fig.24　SK1～6

	4．土坑
	Fig.25　SK7～10
	Fig.26　SX1・2平面図

	5．段状・通路遺構
	Fig.27　SX1・2断面図

	6．溝跡
	7．堀切

	Ⅴ　出土遺物
	1．土師質土器
	2．青磁
	3．白磁
	4．染付
	5．瀬戸・美濃系
	6．備前
	7．東播系・瓦質土器その他
	8．土製品
	9．金属製品
	10．石製品

	Ⅵ．まとめ
	1．遺構
	Tab.2　遺構配置表
	Tab.3　掘立柱建物跡計測表
	Fig．28　扇城跡縄張図

	2．遺物
	Fig.29　遺物種別出土量図
	Tab.4　輸入陶磁器出土表
	Tab.5　出土土器法量表1
	Tab.5　出土土器法量表2
	Tab.5　出土土器法量表3
	Tab.5　出土土器法量表4
	Tab.5　出土土器法量表5
	Tab.5　出土土器法量表6
	Tab.6　出土金属製品・石製品計測表
	Tab.7　出土渡来銭計測表
	Fig.30  出土遺物1
	Fig.31  出土遺物2
	Fig.32  出土遺物3
	Fig.33  出土遺物4
	Fig.34  出土遺物5
	Fig.35  出土遺物6
	Fig.36  出土遺物7
	Fig.37  出土遺物8
	Fig.28  出土遺物9
	Fig.39  出土遺物10


	写真図版
	PL.1
	扇城跡航空写真全景

	PL.2
	扇城跡航空写真A区全景
	扇城跡航空写真B区全景

	PL.3
	扇城跡遠景（南より）
	扇城跡近景（北西より）

	PL.4
	A区近景（西より）
	A区伐開状況

	PL.5
	A区調査前全景（北より）
	A区堀切1（ 西より）

	PL.6
	A区試掘状況
	A区2郭試掘トレンチ

	PL.7
	A区1郭南半部
	A区2郭調査状況

	PL.8
	A区1・2郭遺構検出状態
	A区2・3郭遺構検出状態

	PL.9
	A区2郭東西ベルト西側セクション
	A区2郭東西ベルト東側セクション

	PL.10
	A区1郭完掘（北より）
	A区1～3郭完掘（北より）

	PL.11
	A区3郭遺構検出状態
	A区3郭東西ベルト西端セクション

	PL.12
	A区完掘全景（南より）
	A区3郭SB9・10,SK1

	PL.13
	A区3郭SB7・8,SX1・2
	A区3郭SB7,SX1

	PL.14
	A区3郭SB8,SX2
	A区3郭SX1（10´ ライン） セクション

	PL.15
	A区3郭SK1
	A区3郭西斜面調査前（北より）

	PL.16
	A区3郭西斜面調査前（東より）
	A区3郭西斜面完掘

	PL.17
	A区3郭西斜面SX3
	A区3郭西斜面SX3セクション

	PL.18
	A区1郭東斜面SD1
	A区1郭東斜面SD1セクション

	PL.19
	A区4郭完掘
	A区完掘（6郭より）

	PL.20
	A区堀切1東半部調査前
	A区堀切1調査前（東より）

	PL.21
	A区堀切1中央ベルト東面セクション
	A区堀切1西部完掘

	PL.22
	A区堀切1中央部完掘
	A区堀切1東部完掘

	PL.23
	A区堀切2西半部完掘（下方より）
	A区堀切2西半部完掘（上方より）

	PL.24
	A区1～3郭遺物出土状態

	PL.25
	B区近景（西より）
	B区調査前全景（南より）

	PL.26
	B区伐開状況
	B区調査前全景（南西より）

	PL.27
	B区6郭調査前（北より）
	B区7郭調査前（西より）

	PL.28
	B区6郭遺構検出状態
	B区6郭完掘（北より）

	PL.29
	B区6郭完掘（南より）
	B区6郭北部ピット集中

	PL.30
	B区6郭南東部
	B区6郭南東部南北ベルトセクション

	PL.31
	B区6郭南東部羽口出土状況
	B区7郭伐開後調査前（西より）

	PL.32
	B区7郭遺構検出状態
	B区堀切5完掘（西より）

	PL.33
	B区堀切3完掘（南より）
	B区堀切3b完掘（北より）

	PL.34
	B区堀切4・8郭
	B区堀切4調査前

	PL.35
	B区堀切4完掘（南より）
	B区堀切4完掘（西より）

	PL.36
	B区6郭遺物出土状態

	PL.37
	土師質土器・青磁1

	PL.38
	青磁2

	PL.39
	青磁3

	PL.40　
	青磁4

	PL.41
	青磁5・白磁・伊万里

	PL.42
	染付・瀬戸・備前1・伊万里

	PL.43
	備前2

	PL.44
	備前3

	PL.45
	備前4・東播系・土師質土器・瓦質土器

	PL.46
	土師質土器・羽口・土錘・刀子・火箸・鉄釘

	PL.47
	呼子・飾金具・砥石・渡来銭


	付図　扇城跡全体図（ S ＝1 ／ 350）
	奥付




